
SCHE-701GMan. No.



はじめに
この
をお
本書
いま

・使
・本
たびは、スマートセンサ 形ZX-Eシリーズ(リニア近接タイプ)(以下ZX-Eと呼びます)
買い上げいただき、ありがとうございます。
では、ZX-Eを使用する上で必要な機能、性能、使用方法などの情報について記載して
す。ZX-Eのご使用に際して、次のことを守ってください。

用される前に本書をよく読んで十分に理解の上、正しくご使用ください。
書はいつでも参照できるように、お手元に大切に保管してください。
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はじめに
ご承諾事項

2

オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾

事項記載の条件を適用いた し ます。

 定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」 ： 「当社」 のFAシステム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ

ログ、 その他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であって電磁的方法で提供さ

れる ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、

取り扱い方法、 利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であって、 お客様が製造する部品、

電子基板、機器、設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、または利用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財産の

非侵害、 (d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守

 記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値およ

び性能値の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する

ものではあ り ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」 の

仕様を変更する こ とがあ り ます。

 ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さ

い。 ｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･  ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されて

いる こ と をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の際には、 (i) 定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、 冗

長設計などの安全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全

設計、 (iii)利用者に危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (iv)｢当社

商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

･ 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログ

ラム、 不正アクセスによ り、 「当社商品」、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべて

のコ ンピ ュータ機器、 コ ンピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データベースが感染し た と

し ても、 そのこ とによ り直接または間接的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責

任を負わないものと し ます。

ご承諾事項
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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ご承諾事項
お客様ご自身にて、 ①アンチウイルス保護、 ②データ入出力、 ③紛失データの復元、 ④ 「当

社商品」 またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータ ウイルス感染防止、

⑤ 「当社商品」 に対する不正アクセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に

掲げる用途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際

には、｢当社｣は｢当社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。ただ し、次に掲げる用途であっ

ても 「当社」 の意図し た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。

(a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄

道設備、 昇降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う

る用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運転シ

ステム、 決済システムほか権利 ・ 財産を取扱う用途など）

(c) 厳し い条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電

磁的妨害を被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d) ｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記の(a)から(d)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以

下同じ） 向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さい。 自動車搭載

用商品については当社営業担当者にご相談 く だ さい。

 保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で実施

し ます。

(a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

(b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

(a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

(b) 「利用条件等」 から外れたご利用

(c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

(d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

(e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

(f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

(g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

 責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。 　

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任を負

いません。

 輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管理に

関する日本および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反する場合

には、 「当社商品」 または技術資料をご提供できない場合があ り ます。
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製品を安全に使用するため、 以下のこ と を守って く だ さい。

■ 設置環境について
・ 引火性、 爆発性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

・ 操作や保守の安全を確保するため、 高電圧機器や動力機器から離し て設置し て く だ さい。

■ 電源および配線について
・ 定格電圧 （DC12～24V±10%） を越えて使用し ないで く だ さい。

・ 電源の逆接続および交流電源への接続はし ないで く だ さい。

・ オープン コ レ ク タ出力は、 負荷を短絡させないで く だ さい。

・ 高圧線、 動力線と当製品の配線は別配線と し て く だ さ い。 同一配線あるいは同一ダ

ク ト にする と誘導を受け、 誤動作あるいは破損の原因になる こ とがあ り ます。

・ 配線やコネク タ を着脱する と きは、 必ず電源を切っ てから行っ て く だ さい。

■ 設定操作について
・ 外部装置と接続し た状態で し きい値を設定する と きは、 アンプユニ ッ ト の判定出力

保持入力線をONの状態にし、 外部装置への出力が変化し ないよ う にし て く だ さい。

■ 輸出貿易管理令について
形ZX-E□□は、 海外為替および外国貿易管理法の規定によ り、 輸出許可取得対象貨物

( または技術)に該当し ます。 日本国外に持ち出す際には、 日本国政府の輸出許可申請

等、 必要な手続きをお取り く だ さい。

なお、 輸出貿易管理令に該当し ない形式も品揃え し てお り ます。 (表示分解能が異な り

ます)形式の末尾に 「T」 がつきます。 （例 ： 形ZX-ED01T）

＊貴社担当のオムロン営業員にお問合せ く だ さい。

■ 対応規格
・ EN61326-1

・ Electromagnetic environment ： Industrial electromagnetic environment

（EN/IEC 61326-1 Table 2）

・ 電磁妨害を受けている間、 電圧 ・ 電流出力は分解能の±3%以内で変動する場合があり ます。

■ その他
・ 形ZX-Lシ リーズ （レーザタ イプ）、 形ZX-Wシ リーズ （マイ ク ロ波タ イプ）、 形ZX-Tシ

リーズ （高精度接触式タ イプ） を接続し ないで く だ さい。 これらのシ リーズと ZX-E

を組合わせての使用はできません。

・ 本製品を分解し た り、 修理、 改造し た り し ないで く だ さい。

・ 廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

該当形式

形ZX-EDR5、 形ZX-ED01、 形ZX-ED02、 形ZX-EM02、 形ZX-EV04、 形ZX-EM02H

安全上の要点
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く

だ さい。

本体の設置について
■ 設置場所について

次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい

・ 周囲温度が定格の範囲を越える場所

・ 温度変化が急激な場所(結露する場所)

・ 相対湿度が35～85%RHの範囲を超える場所

・ 腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所

・ 塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所

・ 振動や衝撃が直接加わる場所

・ 直射日光があたる場所

・ 水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

・ 強磁界、 強電界がある場所

・ 蒸気があたる場所

構成品の設置や取扱いについて

■ 電源および配線について
・ コー ドの延長はセンサ部、 アンプユニ ッ ト と もに全長で10m以下と し て く だ さい。 ま

たセンサ部からのコー ド延長には、 別売りの両側コネク タ コー ド (形ZX-XC□A)をご

使用 く だ さ い。 アンプユニ ッ ト からの配線には、 同種のシール ド ケーブルをご使用

く だ さい。

・ 市販のスイ ッ チングレギュ レータ をご使用の際は、 FG端子を接地し て く だ さい。

・ 電源ラ イ ンにサージがある場合、 使用環境に応じ てサージアブ ソーバを接続し てご

使用 く だ さい。

・ 複数のアンプユニ ッ ト を接続し て使用する と きは、 すべてのアンプユニ ッ ト のリ ニ

アGNDを相互に接続し て く だ さい。

■ ウォー ミ ングア ッ プについて
電源投入後、 30分以上経過し てから ご使用 く だ さ い。 電源投入直後は回路が安定し て

いませんので、 計測値が徐々に変化する こ とがあ り ます。

■ 保守点検について
・ センサ部の調整や着脱を行う 場合は、 必ず電源を切ってから作業を し て く だ さい。

・ センサ部やアンプユニ ッ ト の清掃には、 シンナー、 ベンジン、 アセ ト ン、 灯油類は

使用し ないで く だ さい。

使用上の注意
5
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こ のマニュ アルの読み方

ページフ ォーマ ッ ト について
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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表記上の注意

■ メ ニュー
表示部に表示される項目は[ 　 ]で囲んで表記し ています。

■ 操作手順
操作手順は、 番号をつけてその順番を示し ています。

■ マークの意味

操作する上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その機能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と、 難しい用語の解説などを示し ています。
7
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ZX-Eの特長

ZX-Eは、 検出物体までの距離を計測するセンサです。

例:プレス機械の下死点検出
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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便利なおし らせ機能

■ ウォー ミ ングア ッ プを表示
電源投入時のウォー ミ ングア ッ プ中を表示で知らせて く れるので、 常にウォー ミ ング

ア ッ プ終了後の安定し た状態で計測を開始する こ とが可能です。

p.34

多彩なかんたん機能

■ 電源ONで計測可能
設置、 配線後電源を入れるだけで計測が可能と な り ます。

アンプユニ ッ ト に計測距離を表示し ます。

ウォー ミ ングア ッ プ中、 サブデジ タルに

は[W-UP]が点滅し ています。

ウォー ミ ングア ッ プ中 ウォー ミ ングア ッ プ終了

電源投入後経過時間(分)
分

解
能

以
下

計
測

値
の

変
動
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■ かんたんな リ ニア リ テ ィ 調整
検出物体を規定の距離に設置し てENTｷｰを押すだけで、 高精度な リ ニア リ テ ィ 調整が

行えます。 面倒なオフセ ッ ト やスパンの調整は不要です。

また、 検出物体が磁性体 （鉄） と異なる場合で も、 材質に合わせた高精度な調整が可

能です。

p.46

■ かんたん演算設定
演算ユニ ッ ト を使う と、 厚み計測や2枚差し検出が簡単に行えます。

 p.106
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密着取付けでも相互干渉を防止

相互干渉防止機能付きなので、 センサヘ ッ ド を密着させた取付けが可能です。

(MAX5台:形ZX-CAL2使用時）

p.28、 p.110

センサ部のフル互換機能

メ ンテナンスや品種替えでセンサ部を交換する と きで も、 アンプユニ ッ ト はそのまま

お使いいただけます。

センサ部のコー ド延長機能

最長8mまでの専用コー ド を接続する こ とができます。

(コー ド の延長は、 専用コー ドが必要です。 )

p.18
15
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計測状態が見える、 わかるモニ タ リ ング

■ 計測し たい検出物体の分解能がわかり ます
分解能を表示できるので、 値を見ながら検出余裕度を検討する こ とができます。

p.43

■ パソ コ ンで計測状態を確認
イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト と スマー ト モニ タ を使用すれば、 パソ コ ン上で計測波形を

見た り計測データ をロギング し た り する こ とができます。 現場での計測調整や日常の

品質管理に役立ちます。

p.18
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基本構成について 18

各部の名称とはたら き 19

アンプユニ ッ ト を設置する 22

センサ部を設置する 24

接続する 27

出力コー ド を配線する 31

ウォー ミ ングア ッ プ完了を確認する 34
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基本構成について

ZX-Eの基本構成は以下のよ う にな り ます。

形ZX-Lシ リーズ （レーザタ イプ） を接続し ないで く だ さい。 形ZX-Lシ リーズとZX-Eを組合わせての使用は

できません。

p.30

p.19

p.24

p.28
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各部の名称と はたら き

アンプユニ ッ ト

(1)センサ部を接続し ます。

(2)リ ニア出力を電流出力にするか電圧出力にするかを選びます。

　  出力の切替えには、 モニ タ フ ォーカスの設定も必要です。 　 　 p.93 　

(3)演算ユニ ッ ト やイ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト を接続し ます。

(4)電源および同期センサやプログラマブルコントローラなどの外部装置と接続します。

(5)通電中点灯し ます。

(6)ゼロ リ セ ッ ト 設定時に点灯し ます。

(7)計測結果が計測距離内のと きに点灯し ます。

(8)判定結果がHIGHのと きに点灯し ます。

(9)判定結果がPASSのと きに点灯し ます。

(10)判定結果がLOWのと きに点灯し ます。

(11)計測値や機能の名称を表示し ます。

(12)計測時の補助的な情報や機能の設定値を表示し ます。 　 　 表示の見方 　 p.39

(13)HIGHまたはLOWどち らのし きい値を設定 （または表示） するかを選びます。

(14)モー ドの切替えを行います。 　 　 モー ドの切替え 　 p.38

(15)計測条件の設定などを行います。 　 　 キー操作 　 p.40

(※)操作部と表示部

　

19
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センサ部

演算ユニ ッ ト

(※) 表示部
ZX-E
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イ ン ターフ ェースユニ ッ ト

(1)パソ コ ン との通信ケーブルを接続し ます。

(2)アンプユニ ッ ト を接続し ます。

(3)通電中点灯し ます。

(4)BUSY ： センサとの通信中に点灯し ます。

    ERR  ： センサとの通信中、 異常が発生し た と きに点灯し ます。

(5)BUSY ： パソ コ ン と通信中に点灯し ます。

    ERR  ： パソ コ ン との通信中、 異常が発生し た と きに点灯し ます。

(※) 表示部
21
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アンプユニッ ト を設置する

35mm幅のDIN レールにワン タ ッ チで着脱する こ とができます。

■ 取付け方法
コネク タ側のツ メ をレールにかけて、 フ ッ クがロ ッ クするまで押し込みます。

コネク タ側のツ メ をレールにかけて取付けて く だ さい。 出力コー ド側のツ メ をレールにかけて取付

ける と取付け強度が低下し ます。
ZX-E
ユーザーズマニュ アル



第
 2

 章
ア

ン
プ

ユ
ニ

ッ
ト

を
設

置
す

る
第 2 章

計測準備
■ 取外し方法
コネク タ側に押し上げ、 コネク タ側から持ち上げます。
23
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センサ部を設置する

センサヘ ッ ド と プ リ アンプの設置について説明し ます。

コネク タ部は振動や衝撃がかからないよ う に固定し て く だ さい。

センサヘ ッ ド

■ 取付け方法

円柱ねじ な し タ イプ(形ZX-ED□□)

セ ッ ト ねじ をご使用の場合は、締付け ト ルク を0.2N･m以下で確実に取付けて く だ さい。

取付け寸法は以下のとお り です。

円柱ねじ き り タ イプ(形ZX-EM□□)

以下の締付け ト ルク で確実に取付けて く だ さい。

形 ZX-EM02H を使用する と きは、 検出物体の温度上昇による熱膨張を考慮し、 検出物体が検出面に

当たらないよ う に取付けて く だ さい。

使用温度範囲内であっても急激な温度の昇降がある場合は、 特性の劣化を招 く 場合があ り ますので

ご注意 く だ さい。

形ZX-EM02Hを使用する と きは、 センサヘ ッ ドのケーブル曲げ半径はR8以上でご使用 く だ さい。

。

■ 設置距離
センサヘ ッ ド と検出物体との間隔が計測範囲の1/2付近になるよ う に設置し て く だ さい。

専用取付け具 （別売）

形 Y92E-F5R4(φ5.4 用 )

(単位 ： mm)

形式 A

形ZX-EDR5 9～18

形ZX-ED01 9～18

形ZX-ED02 11～22

形式 強度( ト ルク)

形ZX-EM02
15N･m

形ZX-EM07M

形ZX-EM02H 5.9N･m

例） センサ部が形 ZX-ED01 の場合

計測距離 ： 0 ～ 1mm
ZX-E
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検出物体は、 標準検出物体以上の大き さ の磁性体を使用し てく ださ い。 標準検出物体以下の大き さ

や磁性体以外の場合は、 所定の性能を得ら れない場合があり ます。

特性データ(参考値)　 p.137

■ 周囲金属の影響
周囲の金属物に対し ては、 以下の寸法以上離し て取付けて く だ さい。

■ 相互干渉
複数のセンサヘ ッ ド を配置される場合、 以下の寸法以上離し て取付けて く だ さい。

並列配置の場合、 相互干渉防止機能を使用すると センサヘッ ド の間隔を狭く するこ と ができ ます。

演算する　 p.106

(単位： mm)

形式 φA B

形ZX-EDR5 8 9

形ZX-ED01 10 9

形ZX-ED02 12 9

形ZX-EM02 12 9

形ZX-EM07M 55 20

形ZX-EV04 16×32 4.8

形ZX-EM02H 18 9

(単位： mm)

形式 A

B

相互干渉防止機能

使用時 未使用時

形ZX-EDR5 5 3.1 20

形ZX-ED01 10 5.4 50

形ZX-ED02 20 8 50

形ZX-EM02 20 10 50

形ZX-EM07M 100 30 150

形ZX-EV04 80 14 50

形ZX-EM02H 20 12 50
25
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プ リ アンプ

■ 取付け方法
付属のプ リ アンプ取付金具を使用し ます。

プ リ アンプを35mmのDINレールに取付ける こ と もできます。

DINレールに取付ける場合は、 プ リ アンプDIN取付金具 　 形ZX-XBE2 （別売） をご用意 く だ さい。

1. プ リ アンプ取付金具をM3ねじ で固定し ます

2. プ リ アンプの片方を取付金具に装着し ます

3. も う片方を装着し ます

■ 取外し方法
プ リ アンプの中心を持って引き抜きます。
ZX-E
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接続する

構成品の接続方法について説明し ます。

構成品の着脱は、 アンプユニ ッ ト の電源を切った状態で行って く だ さい。 電源 ON のまま行う と破損の原因

にな り ます。

センサ部

コネク タ内の端子には触れないで く だ さい。

■ 接続方法
アンプユニ ッ ト のコネク タにセンサ部のコネク タ をロ ッ クするまで差し込みます。

■ 取外し方法
セ ンサ部のコ ネ ク タ 外周 リ ング と ア ン プユニ ッ ト のコ ネ ク タ を持っ て、 ま っ す ぐ に

引っ張り ます。

アンプユニ ッ ト 側も必ずコネク タ を持って取外し て く だ さい。 入力コー ドが断線す る お そ れ が あ

り ます。

違う形式のセンサ部に交換し た場合は、 アンプユニ ッ ト 内の設定データは全てク リ ア されます。
27
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演算ユニ ッ ト

アンプユニ ッ ト 間で演算をする と きやセンサ部の相互干渉を防止する と きは、 演算ユ

ニ ッ ト を使っ てアンプユニ ッ ト を連結させます。

連結できるアンプユニ ッ ト の数は、 使用する機能によ っ て変わり ます。

連結し たすべてのアンプユニ ッ ト に対し て、 電源を供給し て く だ さい。

すべてのアンプユニ ッ ト のリ ニアGNDを相互に接続し て く だ さい。

■ 接続方法

1. アンプユニ ッ ト の連結部のカバーを開けます

カバーを持ち上げるよ う にし てスラ イ ド させます

2. 演算ユニ ッ ト をDINレールに取付けます

3. 演算ユニ ッ ト をスラ イ ド させてアンプユニ ッ ト のコネク タに差し込みます

4. アンプユニ ッ ト をス ラ イ ド させて演算ユニ ッ ト のコネク タに差し込みます

取外しは逆の順番で行って く だ さい。

機能 アンプユニ ッ ト 連結可能数

演算 2台まで

相互干渉防止 5台まで
ZX-E
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■ アンプユニ ッ ト 連結時のCH番号
アンプユニ ッ ト を複数台連結させた と きのCH番号は、 次のよ う にな り ます。
29
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イ ン ターフ ェースユニ ッ ト

パソ コ ンを接続する と きは、 イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト を使用し ます。

■ 接続方法

1. アンプユニ ッ ト の連結部のカバーを開けます

カバーを持ち上げるよ う にし てスラ イ ド させます

2. イ ン ターフ ェースユニ ッ ト をDINレールに取付けます

3. イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト をス ラ イ ド させてアンプユニ ッ ト のコネク タ に差し込みま

す

取外しは逆の順番で行って く だ さい。

アンプユニ ッ ト を連結し ている場合は、CH番号の最も大きいアンプユニ ッ ト にイ ン ターフ ェ ースユ

ニ ッ ト を接続し て く だ さい。
ZX-E
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出力コー ド を配線する

出力コー ド の各線の内容は以下のとお り です。

配線は正し く 行っ てく ださ い。 破損の原因になり ます。

（ 特に黒色線（ リ ニア出力） については他の線と 接触し ないよう にし てく ださ い。）

青（ 0V） は電源供給用に、 シールド 線（ リ ニアGND） は黒色線（ リ ニア出力） と と も に、 リ ニア出力用と し

て使い分けし てく ださ い。 リ ニア出力を使用し ない場合でも 、 必ず接地し てく ださ い。

(1)DC12～24V(±10％)の電源を接続し ます。 PNPタ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出

力のコ モン端子と な り ます。

特に高分解能を必要と すると き は、 他の機器や動力系と は別の安定化電源をご使用く ださ い。

(2)電源用0V接続線です。 NPN タ イプの場合、 リ ニア出力以外の入出力のコ モン端子と

な り ます。

(3)判定結果(HIGH)を出力し ます。

(4)判定結果(PASS)を出力し ます。

(5)判定結果(LOW)を出力し ます。

(6)計測の結果に応じ た電流または電圧を出力し ます。

(7)リ ニア出力用0V接続線です。

 ・ シールド はリ ニア出力用と し て、 電源供給用の青(GND)と は使い分けし てく ださ い。

・ リ ニア出力をご使用になら ない場合は、 必ず青(GND)に接続し てく ださ い。

(8)ONの状態にする と判定出力を保持し ます。 し きい値を設定する場合は、この線をON

にし た状態で行って く だ さい。

　 外部装置と 接続し た状態でし き い値を設定すると き は、 アンプユニッ ト の判定出力保持入力線

 をONの状態にし て、 外部装置への出力が変化し ないよう にし てく ださ い。

(9)ゼロ リ セ ッ ト の実行、 または解除を行います。

(10)外部装置からの信号入力線です。ホールド機能のタ イ ミ ングを と るために使用し ま

す。

(11)各計測処理、 および出力を リ セ ッ ト し ます。
31
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入出力段回路図

■ NPNタ イプ
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■ PNPタ イプ
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ウォ ーミ ングアッ プ完了を確認する

RUN モー ド またはT モー ド で電源を入れる と、 サブデジ タルに[W-UP]が点滅し、 ウォー ミ ン

グア ッ プ中である こ と をお知らせし ます。

ウオー ミ ングア ッ プ時間は、 参考値で約5～15分です。 ウォー ミ ングア ッ プが完了する と、 通

常の表示にな り ます。

ウォー ミ ングア ッ プ表示中に計測や設定操作を行う こ と もできますが、 ウォー ミ ングア ッ プ自体は完了し て

いませんので、 精度のよい計測はできません。 高精度の計測を行う場合は、 ウォー ミ ングア ッ プが完了し て

から行って く だ さい。 仕様は電源投入後30分で定義し ています。
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基本操作
操作の基礎知識

モー ドの切替え

ZX-Eには3つのモー ドがあ り、 モー ド の切替えは 「モー ド 切替スイ ッ チ」 で行います。

目的に合ったモー ド に切替えて操作し て く だ さい。

機能遷移図 　 p.43

モー ド 説明

RUN 実際に計測を行う モー ド です。

T し きい値を設定する と きに選びます。

FUN 計測条件を設定する と きに選びます。
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表示の見方

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルに表示される内容は、 現在選んでいるモー ド によ っ て

異な り ます。 工場出荷後、 初めて電源を入れる とRUNモー ドの内容が表示されます。

機能遷移図 　 p.43

■ アルフ ァ ベ ッ ト の表記について
メ イ ンデジ タルとサブデジ タルのアルフ ァベ ッ ト 表記は、 以下のとお り です。

モー ド メ イ ンデジ タル サブデジ タル

RUN 計測値 （計測条件反映後の値） を表示

し ます。

例) ホールド機能を設定し ている場合 

ホールド後の値が表示されます。

キー操作によ って、 現在値 （実測値）、 し きい値、 出

力値、 分解能を順番に表示し ます。

し きい値表示

し きい値切替スイ ッ チの位置にし たがって、 HIGH/

LOWいずれかのし きい値を表示し ます。

出力値表示で、 電圧／電流のどち らが表示されるか

は、 モニ タ フ ォーカスの設定によ って異な り ます。

　 出力設定(モニ タ フ ォーカス) 　 p.93

T 計測値 （計測条件反映後の値） を表示

し ます。

例) ホールド機能を設定し ている場合

ホールド後の値が表示されます。

設定対象のし きい値を表示し ます。

し きい値切替スイ ッ チの位置にし たがって、 HIGH/

LOWいずれかのし きい値を表示し ます。

FUN キー操作によ って機能名称を順番に表

示し ます。

メ イ ンデジ タルに表示し ている機能の設定値を表示し

ます。
39
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基本操作
キー操作

表示の切替えや計測条件の設定操作は、 操作キーで行います。

キーの役割は、 現在選んでいるモー ド によ って変わり ます。

モー ドの切替え 　 p.38

キーの種類
キーのはたら き

RUNモー ド Tモー ド FUNモー ド

カ

｜

ソ

ル

キ

｜

Lキー

Rキー

サブデジ タルの表示を切替

えます。

数値の桁を選ぶと きに使用

し ます。

設定内容によ ってはたら き

が変わり ます。

・ 機能の表示切替え

・ 数値の桁選択

・ 設定の中止

UPキー タ イ ミ ング入力を行います。 数値を変更する と きに使用

し ます。

設定内容によ ってはたら き

が変わり ます。

・ 選択肢の切替え

・ 数値の変更DOWNキー リ セ ッ ト 入力を行います。

ENTキー ゼロ リ セ ッ ト を実行し ます。 操作内容によ ってはたら き

が変わり ます。

・ し きい値の確定

・ テ ィ ーチングを実行

設定し た条件や数値を確定

し ます。
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条件設定

目的の機能項目を メ イ ンデジ タルに表示させ、 サブデジ タルの設定値を選んで条件を

設定し ます。

こ こ では、 ホールド条件にピークホールド を設定する場合を例に挙げて説明し ます。

FUNモー ド/HOLDへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[HOLD]を表示させます

ホールド条件の設定

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [P-H]を選びます

選んだ内容をキ ャ ン セル し たい と きは、 L キーまたはR

キーを押し て く だ さ い

現在の設定されている内容(この場合は[OFF])に戻り ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
41
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基本操作
数値入力

し きい値の設定や出力値の設定に必要な数値の入力方法を説明し ます。 こ こ では、 し

きい値 （下限値） のダイ レ ク ト 入力を例にあげて説明し ます。

下限値の設定を[0.2000]→[0.1900]に変更する

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

し きい値の設定

2. L側にスイ ッ チを切替えます

メ イ ンデジ タルには、 計測値が表示されます

サブデジ タルには、 現在の設定値が表示されます

3. カーソルキーのいずれか1つを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅表示され、 ダイ レ ク ト 入

力が可能な状態にな り ます

4. 小数点第1位の桁にカーソルを移動させます

5. 「1」 を表示させます

6. 4.と 5.の操作を繰返し、 小数点第2位の桁に

「9」 を表示させます

選んだ内容をキャ ンセルし たい と きは、 最上位桁にカー

ソルを移動させて Ｌ キーを押す、 または最下位桁にカー

ソルを移動させて Ｒ キーを押すと、 現在設定されている

内容 （この場合は0.2000)に戻り ます。

7. ENTキーを押し て確定し ます

点灯に変わり、 設定が登録されます
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機能遷移図

遷移図の見方

項目の上段はメ イ ンデジ タル、 下段はサブデジ タルの表示を表し ています。

RUNモー ド

上記の表示内容は一例であ り、 実際の表示とは異な り ます。

　 現在値とは、 計測値とは 　 　 p.129

Tモー ド

機能の遷移はあ り ません。

上記の表示内容は一例であ り、 実際の表示とは異な り ます。

RUNモー ド およびTモー ド で、 HIGH/LOWどち らのし きい値が表示されるかは、 し きい値切替スイ ッ チの位置

によ って変わり ます。

p.87
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FUNモー ド

p.46 p.70 p.92

p.71

p.73

p.78 p.97 p.93 p.80

p.113 p.116 p.114

p.110 p.117 p.120

p.100
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第 3 章
基本操作
リ ニア リ テ ィ の調整

ZX-Eは工場出荷時に リ ニア リ テ ィ の調整を し ていますが、 検出物体や使用環境にあわせて再

度リ ニア リ テ ィ 調整を行う こ と で、 よ り高精度のリ ニア リ テ ィ を得る こ とができます。

計測条件を設定する前に、 リ ニア リ テ ィ の調整を し て く だ さ い。 センサ部を交換された場合

も同様に調整し て く だ さい。

操作の流れ

リ ニアリ ティ と は　 　 p.129

検出物体の材質を選ぶ

こ こでは、 検出物体の材質を設定し ます。

材質に対する直線性について

特性データ(参考値) 　 p.137

材質だけを変更し て工場出荷時の調整値で計測する場合は、 材質を選択し た後、「 調整を実行

する」 を行っ てく ださ い。

検出物体の材質を

選ぶ

調整値を 入力す

る

調整を実行する

選択肢 材質

FE（ 工場出荷時） 鉄

SUS ステンレス（ SUS304）

AL アルミ ニウム
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基本操作
FUNモー ド/LINERへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[LINER]を表示させます

材質の設定

3. ENTキーを押し ます

[METAL]が表示されます

4. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

5. 材質を選びます

6. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
47
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第 3 章
基本操作
調整値を入力する

定格計測距離の0% ・ 50% ・ 100%の3 カ所の位置に検出物体をセ ッ ト し、 その計測値を調

整値と し て登録し ます。

計測範囲 　 p.133

登録は、 0% ・ 50% ・ 100%位置の順番で行います。

検出物体の材質だけを変更し、工場出荷時の調整値で計測する場合は、この操作を行わずに 「 調

整を実行する」 を行って く だ さい。

0%位置の調整値入力

1. センサヘ ッ ド を0％の位置にセ ッ ト し ます

2. [D000]を表示させます

3. ENTキーを押し ます

サブデジ タルに[OK]が表示され、 調整値が登録されます

調整値入力をやり直し たいと きは、

再度ENTキーを押し て く だ さい
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基本操作
50%位置の調整値入力

4. センサヘ ッ ド を50％の位置にセ ッ ト し ます

5. [D050]を表示させます

6. ENTキーを押し ます

サブデジ タルに[OK]が表示され、 調整値が登録されます

調整値入力のやり直し

再度ENTキーを押し て く だ さい

100%位置の調整値入力

7. センサヘ ッ ド を100％の位置にセ ッ ト し ます

8. [D100]を表示させます

9. ENTキーを押し ます

サブデジ タルに[OK]が表示され、 調整値が登録されます

調整値入力のやり直し

再度ENTキーを押し て く だ さい
49
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第 3 章
基本操作
調整を実行する

、 で設定し た内容を反映させます。

調整の実行

1. メ イ ンデジ タルに [TABLE]、 サブデジ タルに

[START]を表示させます

2. ENTキーを押し ます

調整が実行されます

サブデジ タルに[OK]が表示された場合

調整内容が登録されま し た

サブデジ タルに[ERRTB]が表示された場合

設定に誤りがあったため、 設定を反映できませんで し た

検出物体の材質、 設定位置を確認し、 再度設定し て く だ

さい

■ 調整を中止する
調整中の内容は消去されます。

1. メ イ ンデジ タルに [TABLE]、 サブデジ タルに

[CANCL]を表示させます

2. ENTキーを押し ます

調整中の内容が破棄され、 [LINER]が表示されます

OKの場合

NGの場合
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調整内容を初期化する

リ ニア リ テ ィ の調整内容を工場出荷時の状態に戻し たいと きに行います。

こ こ で初期化されるのはリ ニア リ テ ィ の調整内容のみです。 その他の設定データ を工

場出荷時の状態に戻し たいと きは、 [INIT]で初期化し て く だ さい。

　 設定データ を初期化する p.123

FUNモー ド/LINERへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[LINER]を表示させます

初期化の実行

3. ENTキーを押し ます

[METAL]が表示されます

4. [LINIT]を表示させます

5. ENTキーを押し続けます

サブデジ タルに、 [-----]が1桁ずつ表示されます

6. サブデジ タルに [OK] が表示されたら、 ENT

キーを離し ます

調整内容が初期化されま し た
51
ZX-E

ユーザーズマニュ アル



52

第
 3

 章

第 3 章
基本操作
MEMO
ZX-E
ユーザーズマニュ アル



第 4 章

主な使い方と 設定方法
第
 4

 章
主

な
使

い
方

と
設

定
方

法
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高さ を計測する 58
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第 4 章
主な使い方と設定方法
下死点を検出する

こ こ では、 プレス機械の下死点位置を検出する場合を例にあげて説明し ます。

外部装置と接続し た状態で設定する と きは、 アンプユニ ッ ト の判定出力保持入力線を ON の状態にし て、 外

部装置への出力が変化し ないよ う にし て く だ さい。

操作を行う前に リ ニア リ テ ィ を調整し て く だ さい。

リ ニア リ テ ィ の調整 　 p.46

操作の流れ

プ レ ス機械に取

付ける

検出位置 を 調整

する

下死点位置 を 設

定する

計測 タ イ ミ ン グ

を設定する

公差判定値 を 設

定する
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主な使い方と設定方法
プレス機械に取付ける

センサヘ ッ ド と検出物体をプレス機械に取付けます。 次の図を参考に取付け治具を用

意し て く だ さい。

　 センサ部を設置する 　 p.24

検出物体は磁性体を使用し、 標準検出物体以上の大き さの物を設置し て く だ さい。

検出物体 　 p.133

検出位置を調整する

プレス機械を下死点位置にセ ッ ト し た状態で、 センサヘ ッ ド と検出物体との間隔が計

測距離の1/2付近になるよ う に、 センサヘ ッ ド の位置を調整し ます。 調整は、 アンプユ

ニ ッ ト の表示を見ながら行っ て く だ さい。

　 計測範囲 　 p.133

１ . プレス機械を寸送り にし て、 ス ト リ ッパ （また

は上型） を下死点の位置まで下降させます

2. この位置が計測距離の 1/2 付近になるよ う に、

センサヘ ッ ドの位置を調整し ます

計測値は、 アンプユニ ッ ト に表示されるので、

それを見ながら調整し て く だ さい
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第 4 章
主な使い方と設定方法
計測タ イ ミ ングを設定する

下死点の検出にはホールド機能を使います。

プレス時のバウン ド を無視し て計測し たい と きは、 タ イ ミ ング入力からサンプ リ ング

を開始するまでのデ ィ レ イ(遅れ)時間を設定し ます。

装置から タ イ ミ ング入力できない場合は、 「セルフダウン ト リ ガ」 を設定し て く だ さい。

設定の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

　 ホールド機能を使う 　p.71
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主な使い方と設定方法
下死点位置を設定する

下死点位置を基準値 「0」 に設定し ます。

設定の詳細は、 「第6章 　 補助機能」 をご覧 く だ さい。

ゼロ リ セ ッ ト 機能を使う 　 p.117

プレス始動時のゆるやかな下死点の変動や温度ド リ フ ト の影響を無視し たいと きは、 「前回値比較」

を設定し て く だ さい。

計測値を比較する(前回値比較) 　 p.78

0以外の値を設定する こ と もできます。

オフセ ッ ト 値を設定する 　 p.118

公差判定値を設定する

 で設定し た基準値に対し、 PASS （OK） と判定する範囲上下限値 （HIGH し きい値

とLOWし きい値） を設定し ます。

こ こ で設定し た し きい値を も とに 「HIGH」 「PASS」 「LOW」 の判定結果が出力されます。

操作の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

し きい値を入力する 　 p.87

設定 内容

HIGHし きい値 かす上がり による浮き上がり方向のし きい値を入力し ます。

LOWし きい値 空打ちによる沈み込み方向のし きい値を入力し ます。

計測結果 判定結果

計測結果＞HIGHし きい値 HIGH

LOWし きい値≦計測結果≦HIGHし きい値 PASS

LOWし きい値＞計測結果 LOW
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主な使い方と設定方法
高さ を計測する

こ こ では、 リ ベ ッ ト の高さ を計測する場合を例にあげて説明し ます。

外部装置と接続し た状態で設定する と きは、 アンプユニ ッ ト の判定出力保持入力線を ON の状態にし て、 外

部装置への出力が変化し ないよ う にし て く だ さい。

操作を行う前に リ ニア リ テ ィ を調整し て く だ さい。

リ ニア リ テ ィ の調整 　 p.46

操作の流れ

実際に検出物体をセ ッ ト し て設定し ていきます。 あらかじめ基準サンプルをご用意 く だ さい。

装置に取付ける 計測距離 を 調整

する

基準サン プル を

計測する

計測 タ イ ミ ン グ

を設定する

公差判定値 を 設

定する
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主な使い方と設定方法
装置に取付ける

センサヘ ッ ド を検査装置に取付けます。

次の図を参考に取付け治具を用意し て く だ さい。

センサ部を設置する 　 p.24

計測距離を調整する

基準サンプルをセ ッ ト し、 計測し たい高さ(H)の上限値／下限値が計測距離内に入るよ

う にアンプユニ ッ ト の表示部を見ながらセンサヘ ッ ドの位置を調整し ます。

　 計測範囲 　 p.133

計測値の表示について

アンプユニ ッ ト の表示部は、 基準サンプルとの距離(H)を表示し ています。 （工場出荷時設定）

基準サンプルの高さ を表示するよ う な設定もできます。

表示のスケールを変更する 　 p.80
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主な使い方と設定方法
計測タ イ ミ ングを設定する

高さの計測にはホールド機能を使います。

サンプ リ ング時間内の 「最小値(ボ ト ム)」 をホールド し ます。

装置から タ イ ミ ング入力できない場合は、 「セルフダウン ト リ ガ」 を設定し て く だ さい。

スケーリ ング機能で基準サンプルの高さ を表示させている場合は、 以下のよ う な設定と な り ます。

計測の ト リ ガ ： セルフア ッ プ ト リ ガ

ホールド条件 ： ピークホールド

設定の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

　 ホールド機能を使う 　 p.71
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第 4 章
主な使い方と設定方法
基準サンプルを計測する

位置決めテ ィ ーチングで基準サンプルの高さ を計測し、 計測結果をHIGHし きい値と し

て登録し ます。

登録し た値は、 で設定する し きい値の参考にし ます。

設定の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

位置決めテ ィ ーチング 　 p.89

基準サンプルの高さ を 「0」 に設定する こ と もできます。

ゼロ リ セ ッ ト 機能を使う 　 p.117

公差判定値を設定する

 で登録し たHIGH し きい値を参考に し て、 PASS （OK） と判定する高さの上下限値

（HIGHし きい値とLOWし きい値） を設定し ます。

こ こ で設定し た し きい値を も とに 「HIGH」 「PASS」 「LOW」 の判定結果が出力されます。

操作の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

ダイ レ ク ト 入力 　 p.88

計測結果 判定結果

計測結果＞HIGHし きい値 HIGH

LOWし きい値≦計測結果≦HIGHし きい値 PASS

LOWし きい値＞計測結果 LOW
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第 4 章
主な使い方と設定方法
偏芯や振動を計測する

こ こ では、 シャ フ ト の偏芯を計測する場合を例にあげて説明し ます。

外部装置と接続し た状態で設定する と きは、 アンプユニ ッ ト の判定出力保持入力線を ON の状態にし て、 外

部装置への出力が変化し ないよ う にし て く だ さい。

操作を行う前に リ ニア リ テ ィ を調整し て く だ さい。

リ ニア リ テ ィ の調整 　 p.46

操作の流れ

装置に取付ける 計測距離 を 調整

する

公差判定値 を 設

定する

ふれ幅 を 計測す

る
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主な使い方と設定方法
装置に取付ける

センサヘ ッ ド を検査装置に取付けます。

次の図を参考に取付け治具を用意し て く だ さい。

センサ部を設置する 　 p.24

計測距離を調整する

図のよ う にセンサヘ ッ ド と検出物体との間隔(H)が、計測距離の1/2付近になるよ う にア

ンプユニ ッ ト の表示部を見ながらセンサヘ ッ ドの位置を調整し ます。

　 計測範囲 　 p.133
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第 4 章
主な使い方と設定方法
ふれ幅を計測する

ホールド 機能の 「ピークtoピーク」 を使って正常時のふれ幅を計測し ます。

シ ャ フ ト を回転させ、 外部装置から タ イ ミ ング信号を入力し て計測し て く だ さい。

計測結果の 「最大値と最小値の差」 (ふれ幅)は、 公差判定値を設定する と きの参考にし

ます。

設定の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

　 ホールド機能を使う 　 p.71

公差判定値を設定する

 で計測し たふれ幅を参考にし て、 PASS （OK） と判定する上限値 （HIGHし きい値）

または下限値 （LOWし きい値） を設定し ます。

こ こ で設定し た し きい値を も と に判定結果が出力されます。 出力内容は、 設定し た し

きい値の種類によ っ て変わり ます。

上限値を設定し た場合 ： 「PASS」 または 「HIGH」

下限値を設定し た場合 ： 「PASS」 または 「LOW」

操作の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

ダイ レ ク ト 入力 　 p.88

計測結果 判定結果

計測結果＞HIGHし きい値 HIGH

LOWし きい値≦計測結果≦HIGHし きい値 PASS

LOWし きい値＞計測結果 LOW
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第 4 章
主な使い方と設定方法
厚みを計測する

こ こ では、 鋼板の厚みを計測する場合を例にあげて説明し ます。

外部装置と接続し た状態で設定する と きは、 アンプユニ ッ ト の判定出力保持入力線を ON の状態にし て、 外

部装置への出力が変化し ないよ う にし て く だ さい。

操作を行う前に リ ニア リ テ ィ を調整し て く だ さい。

リ ニア リ テ ィ の調整 　 p.46

操作の流れ

装置に取付ける 設置間隔 を 調整

する

演算式 を 設定す

る

相互干渉 を 防止

する

公差判定値 を 設

定する

(必要に応じ て)
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主な使い方と設定方法
装置に取付ける

■ アンプユニ ッ ト を連結させる
図のよ う に、 アンプユニ ッ ト の間に、 演算ユニ ッ ト はさみ込んでアンプユニ ッ ト を連

結させます。

演算の結果は、 CH2のアンプユニ ッ ト に表示／出力されます。 CH2の出力コー ド を装置

に接続し て、 制御を行って く だ さい。

　 接続する 　 p.27

CH1のアンプユニ ッ ト には、 CH1のセンサ部が計測し た結果のみが表示／出力されます。

■ センサヘ ッ ド を検査装置に取付ける
次の図を参考に取付け治具を用意し、 センサヘ ッ ド を対向し て設置し て く だ さい。

センサ部を設置する 　 p.24
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第 4 章
主な使い方と設定方法
設置間隔を調整する

厚み(T)がわかっ ている基準サンプルをセ ッ ト し ます。

基準サンプルと センサヘ ッ ド との間隔 （A と B） がそれぞれ計測距離の1/2付近になる

よ う にアンプユニ ッ ト の表示部を見ながら調整し ます。

　 計測範囲 　 p.133

相互干渉を防止する

センサヘ ッ ドの設置距離が、 相互干渉距離よ り短い場合に設定し ます。

相互干渉距離よ り離し て設置できる場合、 この設定は不要です。

相互干渉距離について

　 相互干渉 　 p.25

設定は、 CH1のアンプユニ ッ ト で行います。

設定の詳細は、 「第6章 　 補助機能」 をご覧 く だ さい。

　 センサの相互干渉を防止する 　 p.110
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第 4 章
主な使い方と設定方法
演算式を設定する

基準サンプルをセ ッ ト し、 厚みを算出する演算を設定し ます。

設定は、 CH2のアンプユニ ッ ト で行います。

演算の種類は[THICK]を選び、 基準サンプルの厚み(T)を入力し て く だ さい。

厚さ を入力する と入力し た と きのタ イ ミ ングでセンサヘ ッ ド の位置関係が登録されま

す。 この位置関係を も とに厚みを計測し ます。

設定の詳細は、 「第6章 　 補助機能」 をご覧 く だ さい。

　 演算する 　 106

公差判定値を設定する

PASS （OK） と判定する厚みの上下限値 （HIGHし きい値/LOWし きい値） を設定し ます。

こ こ で設定し た し きい値を も とに 「HIGH」 「PASS」 「LOW」 の判定結果が出力されます。

操作の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

ダイ レ ク ト 入力 　 p.88

計測結果 判定結果

計測結果＞HIGHし きい値 HIGH

LOWし きい値≦計測結果≦HIGHし きい値 PASS

LOWし きい値＞計測結果 LOW
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第 5 章
詳細設定
平均回数を設定する

計測し たデー タ を設定し た回数の平均値で出力し ます。 急激な計測値の変化を無視し たい と

きなどに設定し て く だ さい。 ただ し判定出力やリ ニア出力の応答時間は遅 く な り ます。

FUNモー ド/AVEへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[AVE]を表示させます

平均回数の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. 平均回数を選びます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

平均回数の選択肢 応答時間 

1 0.3ms

2 0.5ms

4 0.8ms

8 1.5ms

16 2.5ms

32 5ms

64(工場出荷時) 10ms

128 20ms

256 40ms

512 75ms

1024 150ms

2048 300ms

4096 600ms
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第 5 章
詳細設定
ホールド 機能を使う

ホールド とは、 計測開始→終了までの計測値の中から 「最大値」 「最小値」 などの任意の値を

ホールド(保持)し、 計測終了後にその値を出力する機能です。

操作の流れ

計測値のホールド条件を選ぶ

ホールド 計測の開始→終了間の時間を 「サンプ リ ング時間」 と呼びます。

こ こ では、 サンプ リ ング時間内のどの値をホールド するかを選びます。

起動後、 1回目のサンプ リ ング時間が終了するまでは、 ク ラ ンプ値が出力されます。

　 ク ラ ンプ値とは 　 p.100

ホールド する値は、 以下の5種類から選びます。

321
計測値のホール ド

条件を選ぶ

ホール ド 計測の ト リ

ガを設定する

デ ィ レ イ 時間を設定

する

(必要に応じ て)

選択肢 内容

OFF

(工場出荷時)

ホールド計測を行いません。 常に計測値を出力し ます。

P-H （ピーク） サンプ リ ング時間内の 「最大値」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ング終了

後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

B-H （ボ ト ム） サンプ リ ング時間内の 「最小値」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ング終了

後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。
71
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詳細設定
FUNモー ド/HOLDへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[HOLD]を表示させます

ホールド条件の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. ホールド 条件を選びます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

PP-H （ピークtoピーク） サンプ リ ング時間内の 「最大値と最小値の差」 をホールド し ます。 主に、 振動

などを検出する と きに選びます。 出力はサンプ リ ング終了後に変化し、 次のサ

ンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

S-H （サンプル） サンプ リ ング時間に入った瞬間の計測値をホールド し ます。 出力はサンプ リ ン

グ開始時に変化し、 次のサンプ リ ングが開始されるまでホールド されます。

AVE-H （アベレージ） サンプ リ ング時間内の 「計測値の平均」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ン

グ終了後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

選択肢 内容
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詳細設定
ホールド計測の ト リ ガを設定する

計測開始～終了のタ イ ミ ングをどのよ う に入力するかを選びます。

ヒ ステ リ シス幅とは

ト リ ガレベル付近の計測値のばたつきに応じ て設定し ます。 サンプ リ ング開始と同時にヒ ステ リ シ

スがかかり、 タ イ ミ ング入力のチャ タ リ ングを防止できます。

選択肢 内容

TIMIG

(タ イ ミ ング入力)

(工場出荷時)

タ イ ミ ング入力線を使用し てサンプ リ ング開始の ト リ ガを入力し ます。 タ イ ミ

ング入力線に入る信号がONの間をサンプ リ ング時間と し ます。

　 デ ィ レ イ時間が設定されている場合、入力OFFとサンプ リ ング時間終了

は同期し ません。終了タ イ ミ ングは指定したサンプ リ ング時間経過後に

な り ます。

UP

(セルフア ッ プ ト リ ガ)

計測値が、 設定し たセルフ ト リ ガレベルを上回っている期間をサンプ リ ング時

間と し ます。 同期入力な し でホールド計測が可能です。

　 デ ィ レ イ時間が設定されている場合、 計測値がセルフ ト リ ガレベルを

下回った タ イ ミ ングとサンプ リ ング時間終了は同期し ません。終了タ イ

ミ ングは指定し たサンプ リ ング時間経過後にな り ます。

DOWN

(セルフダウン ト リ ガ)

計測値が、 設定し たセルフ ト リ ガレベルを下回っている期間をサンプ リ ング時

間と し ます。 同期入力な し でホールド計測が可能です。

　 デ ィ レ イ時間が設定されている場合、 計測値がセルフ ト リ ガレベルを

上回った タ イ ミ ングとサンプ リ ング時間終了は同期し ません。終了タ イ

ミ ングは指定し たサンプ リ ング時間経過後にな り ます。
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ト リ ガの種類を選択

1. メ イ ンデジ タルに[H-TRG]を表示させます

ホールド条件が[OFF]の場合は表示されません

2. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

3. ト リ ガの種類を選びます

4. ENTキーを押し て確定し ます

ト リ ガの種類が登録されます

ト リ ガレベルの設定(UPまたはDOWNを選んだ場合のみ)

5. メ イ ンデジ タルに[H-LVL]を表示させます

ト リ ガが[TIMIG]の場合は表示されません

6. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

7. ト リ ガレベルを設定し ます

8. ENTキーを押し て確定し ます

ト リ ガレベルが登録されます
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ヒ ステ リ シス幅の設定(UPまたはDOWNを選んだ場合のみ)

9. メ イ ンデジ タルに[H-HYS]を表示させます

ト リ ガが[TIMIG]の場合は表示されません

10. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

11. ト リ ガレベル用のヒ ステ リ シス幅を設定し ま

す

12. ENTキーを押し て確定し ます

ヒ ステ リ シス幅が登録されます
75
ZX-E

ユーザーズマニュ アル



76

第
 5

 章
ホ

ー
ル

ド
機

能
を

使
う

第 5 章
詳細設定
デ ィ レ イ時間を設定する

装置稼働時のバウン ド や機械振動の影響を避けるため、 タ イ ミ ング入力直後の計測値

を無視し たいと きなどに設定する機能です。

「タ イ ミ ング入力→サンプ リ ングを開始するまでの時間(デ ィ レ イ時間）」 と 「サンプ リ

ング時間」 を設定できます。

工場出荷時は、 「デ ィ レ イ時間を設定し ない(OFF)」 になっ ています。

デ ィ レ イ時間＋サンプ リ ング時間がタ イ ミ ング入力間隔よ り短 く なるよ う に設定し て く だ さい。

デ ィ レ イ時間＋サンプ リ ング時間が経過する前に、 再度計測開始タ イ ミ ングが入力された場合は、

後から入力された タ イ ミ ングは無視され、 サンプ リ ングに反映されません。

デ ィ レ イホールド(H-DLY)への移行

1. メ イ ンデジ タルに[H-DLY]を表示させます

ホールド条件が[OFF]の場合は表示されません

2. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

3. [ON]を表示させます

4. ENTキーを押し ます

H-DLY機能が設定可能にな り ます
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デ ィ レ イ時間の設定

5. メ イ ンデジ タルに[H-D-T]を表示させます

[H-DLY]が[OFF]の場合は表示されません

6. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

7. デ ィ レ イ時間(ms)を入力し ます

8. ENTキーを押し て確定し ます

デ ィ レ イ時間が登録されます

サンプ リ ング時間の設定

9. メ イ ンデジ タルに[H-S-T]を表示させます

[H-DLY]が[OFF]の場合は表示されません

10. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

11. サンプ リ ング時間(ms)を入力し ます

12. ENTキーを押し て確定し ます

サンプ リ ング時間が登録されます
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計測値を比較する(前回値比較)

温度 ド リ フ ト などの時間経過に と も な う 計測値のゆるやかな変化は検出せず、 急激な変化の

みを検出し て判定し たいと きに設定し ます。

この機能を設定するためには、 ホール ド 機能の設定が必要です。 前回のホール ド 値との差が

計測値と な り ます。

前回の判定がHIGHまたはLOWの場合、 その前のホールド値と比較されます。

この機能を有効にし た場合、 ヒ ス幅の設定は無効にな り ます。

ヒ ス幅設定 p.92

FUNモー ド/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます
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詳細設定
COMPへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [SET]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[COMP]を表示させます

前回比較機能を設定

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [ON]を表示させます

9. ENTキーを押し て確定し ます

前回比較機能が使用可能にな り ます
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表示のスケールを変更する

実際の計測値とは異なる値を メ イ ンデジ タルに表示させたい場合に使用し ます。

実際に検出物体をセ ッ ト し て設定し ます。

設定方法には、 「1点スケーリ ング」 と 「2点スケーリ ング」 の2種類があ り ます。

こ こで設定し たスケーリ ング補正値は、 表示のみに反映されます。

出力には反映されません。

また、 表示の最小値は-19999、 最大値は59999 です。 スケーリ ング実行後、 計測結果が最小値未満になった

場合は-19999、 最大値を超えた場合は59999が表示されます。

スケーリ ングの活用例

やり たいこ と 設定方法

センサヘ ッ ド部からの距離を表示させたい 表示値をオフセ ッ ト する 1点スケーリ ング

(表示イ ンバース

な し)

　 p.82

検出物体の高さ を表示させたい 表示値をオフセ ッ ト し、 かつ増減を逆転する 1点スケーリ ング

(表示イ ンバース

あ り)

　 p.82
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スケーリ ングを設定する と、 以下の設定内容は工場出荷時の状態に戻り ます。

スケーリ ング設定後に設定し て く だ さい。

セルフ ト リ ガレベル p.73

モニ タ フ ォーカス p.93

ゼロ リ セ ッ ト  p.117

厚み設定(演算) p.108

実際の距離と表示値のずれを補正し たい 表示値をオフセ ッ ト し、 かつスパンを変更す

る

2点スケー リ ング

　 p.85

スケーリ ングの活用例

やり たいこ と 設定方法
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1点スケーリ ング

ある1カ所で計測を行い、 その計測値に対する変更値を設定し ます。

オフセ ッ ト と増減の反転(表示イ ンバース)を設定できます。

こ こ では、 以下の場合を例にあげて、 設定方法を説明し ます。

例 ： 検出物体の高さ を表示させたい

FUNモー ド/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

SCALEへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [SET]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます
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6. メ イ ンデジ タルに[SCALE]を表示させます

スケー リ ング実行

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [ON]を表示させます

9. ENTキーを押し て確定し ます

サブデジ タルには、 [P1SCL]と表示されます

10. 表示を変更し たい位置に検出物体をセ ッ ト し

ます

検出物体は計測距離内にセ ッ ト し て く だ さい。計測距離内にセ ッ ト されている場合は、 ENABLE表示

灯が点灯し ます。範囲外にセ ッ ト する と、 スケーリ ングできません。

11. カーソルキーのいずれか １ つを押し ます

メ イ ンデジ タルに、 現在の計測値が表示されます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

12. 計測値に対する変更値を、 サブデジ タルに設

定し ます

小数点の位置は、 この後の操作で変更できます

13. ENTキーを押し て確定し ます

小数点が点滅し ます

14. 必要に応じ て、 小数点を移動させます
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15. ENTキーを押し て確定し ます

サブデジ タルに、 表示イ ンバースの設定が表示されます

表示イ ンバースの選択

16. 表示イ ンバースを選びます

17. ENTキーを押し て確定し ます

サブデジ タルに、 P2SCLと表示されます

18. ENTキーを押し ます

スケーリ ング完了の確認

正し く スケー リ ングされた場合は、 [OK]と表示されます

スケーリ ングできなかった場合は、 [NG]と表示されます

検出物体が計測距離内にセ ッ ト さ れているか確認し て、

も う一度実行し て く だ さい

選択肢 内容

D-FWD 表示イ ンバースな し

D-INV 表示イ ンバースあ り

(増減を反転させる)
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2点スケーリ ング

2カ所で計測を行い、 その計測値に対する変更値を設定し ます。

オフセ ッ ト と スパンを変更できます。

こ こ では、 以下の場合を例にあげて、 設定方法を説明し ます。

例:実際の距離と表示値のずれを補正し た

指定する2点は、 接続し ているセンサの定格計測距離の1%以上、 離し て く だ さい。

例 ： 形ZX-ED01の場合は、 「定格計測距離＝ １ mm」 なので、 10μm以上離し ます。

1点目の設定

1. 1点スケー リ ングの1.～15.と同じ手順で、1点

目を設定し ます

1点スケーリ ング p.82

2点スケーリ ングでは、 2点の入力値に基づいて

自動的に スパンが設定 さ れるので、 表示 イ ン

バースの設定は無視されます。
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2点目の設定

2. 表示を変更し たい位置(2点目)に検出物体をセ ッ ト し ます

1点目から定格計測距離の1%以上離れた位置、か

つ計測範囲内に、 検出物体をセ ッ ト し て く だ さ

い。

3. カーソルキーのいずれか １ つを押し ます

メ イ ンデジ タルに、 現在の計測値が表示されます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

4. 計測値に対する変更値を設定し ます

小数点の位置は、 この後の操作で変更できます

5. ENTキーを押し て確定し ます

小数点が点滅し ます

6. 小数点を移動させます

7. ENTキーを押し て確定し ます

スケーリ ング設定完了の確認

正し く スケー リ ングされた場合は、 [OK]と表示されます

スケーリ ングできなかった場合は、 [NG]と表示されます

以下の点を確認し て、 も う一度実行し て く だ さい

・ 検出物体が計測距離内にセ ッ ト されているか

・ 1点目と2点目が、 定格計測距離の1%以上離れているか
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し き い値を入力する

PASS と判定する計測値の範囲を設定し ます。 HIGH し きい値と LOW し きい値の2つを設定し ま

す。 判定結果と し て出力されるのは 「HIGH」 「PASS」 「LOW」 の3種類です。

設定方法は、 以下の ３ つです。

し きい値にはヒ ステ リ シス( ヒ ス幅)を設定する こ と もできます。 判定が安定し ないと きは、 ヒ ステ リ シスを

設定し て く だ さい。 チャ タ リ ングを防止できます。

 ヒ ス幅設定 p.92

外部装置と接続し た状態で し きい値を設定する と きは、 アンプユニ ッ ト の判定出力保持入力線を ON の状態

に し て、 外部装置への出力が変化し ないよ う に し て く だ さ い。 Ｔ モー ド では、 RUN モー ド と同様にHIGH/

PASS/LOWの判定が出力されます。

設定方法 内容

ダイ レ ク ト 入力 数値を直接入力し て し きい値を設定し ます。

あらかじめ良品寸法がわかっている場合や、 テ ィ ーチングで決定し た し きい値を

調整する と きに便利な方法です。

位置決めテ ィ ーチング 実際に計測を行って、 その計測結果を し きい値と し て設定し ます。

上限/下限の限界サンプルを用意できる と きに便利な方法です。

オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング キー入力中連続し て計測を行い、 その最大計測値と最小計測値を し きい値と し て

設定し ます。

実際に装置を稼働し、 実測値を元にし きい値を設定し たいと きに便利な方法です。
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ダイ レ ク ト 入力

数値を直接入力し て し きい値を設定し ます。

あらかじめ良品寸法がわかっ ている場合や、 テ ィ ーチングで決定し た し きい値を調整

する と きに便利な方法です。

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

し きい値の設定

2. 設定する し きい値にスイ ッ チを切替えます

メ イ ンデジ タルには、 現在の計測値が表示されます

サブデジ タルには、現在設定されている し きい値(選択ス

イ ッ チの設定側)が表示されます

3. カーソルキーのいずれか1つを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

4. し きい値を設定し ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

設定エラー時の対処方法

[ERRLH]、 [ERRHL]と表示された場合は、 以下のエラーが

発生し ています。

・ HIGHし きい値<LOWし きい値

・ HIGHし きい値-LOWし きい値<ヒ ス幅

ヒ ス幅の設定 p.92

し きい値は更新されていません

再度設定し て く だ さい
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位置決めテ ィ ーチング

実際に計測を行って、 その計測結果を し きい値と し て設定し ます。

上限/下限の限界サンプルが用意できる と きに便利な方法です。

既に設定し ているホールドや ト リ ガモー ド、 スケーリ ングの設定内容も、 テ ィ ーチング時の計測に

反映されます。

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

し きい値の設定

2. 設定する し きい値にスイ ッ チを切替えます

メ イ ンデジ タルには、 現在の計測値が表示されます

サブデジ タルには、現在設定されている し きい値(選択ス

イ ッ チの設定側)が表示されます

3. 限界サンプルをセ ッ ト し ます

メ イ ンデジ タルの値が変化し ます

4. ENTキーを1秒以上押し て離し ます

ENTキーを離し た タ イ ミ ングの計測値が、 し きい値に設

定されます

サブデジ タルに、 その値が表示されます

 [ERRLH]、 [ERRHL]が表示された場合 p.88

位置決めテ ィ ーチングで設定し た し きい値を、 ダイ レ ク ト 入力によ っ て変更する こ と も できます。

実測値に対し て判定の公差を考慮し たいと きに便利です。

ダイ レ ク ト 入力 p.88
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オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング

キーを入力し ている間連続し て計測を行い、 その最大値と最小値を し きい値と し て設

定し ます。

実際に装置を稼働し、 実測値を元にし きい値を設定し たいと きに便利な方法です。

既に設定し ているホールドや ト リ ガモー ド、 スケーリ ングの設定内容も、 テ ィ ーチング時の計測に

反映されます。

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

2. 装置を稼働させます

し きい値選択スイ ッ チは、どち らになっていてもかまいません。どち らに設定されていても、HIGH・

LOW両方のし きい値が設定されます。
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し きい値の設定

3. 計測を開始し ます

ENTキーとRキーを同時に押し続けている間、計測されま

す

サブデジ タルに、 [AUTOT]と点滅表示されます

4. 計測を終了する と きは、ENTキーとRキーを離

し ます

計測期間内の最大計測値がHIGHし きい値に、 最小計測値

がLOWし きい値に設定されます

サブデジ タルには、新し く 設定された し きい値(し きい値

選択スイ ッ チの設定側)が表示されます

 [ERRLH]が表示された場合 p.88

オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチングで設定し た し きい値を、 ダイ レ ク ト 入力によ って変更する こ と もでき

ます。 実測値に対し て判定の公差を考慮し たいと きに便利です。

ダイ レ ク ト 入力 p.88
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ヒ ス幅設定

HIGH/PASS/LOW判定が境界付近で安定し ないと きに、判定上下限値のヒ ステ リ シス幅

(動作点と復帰点の差)を設定し ます。

前回値比較機能を使用する場合、 ヒ ス幅の設定は無効にな り ます。

前回値比較 p.78

セルフ ト リ ガのチャ タ リ ングを防止し たい と きは、 セルフ ト リ ガ用のヒ ス幅を設定し て く だ さい。

ヒ ステ リ シス幅 p.73

FUNモー ド/HYSへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[HYS]を表示させます

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

4. ヒ ス幅を入力し ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

設定エラー時の対処方法

[ERROV]と表示された場合は、「ＨIGHし きい値-LOWし き

い値<ヒ ス幅」 になっています

し きい値は更新されていません

再度設定するか、 し きい値を変更し て く だ さい
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リ ニア出力について

出力設定(モニ タ フ ォーカス)

リ ニア出力とは、 計測結果を3～21mAの電流、 または-5～+5Vの電圧に変換し て出力す

る こ と です。 こ こ では 「電流または電圧のどち ら で出力するか」 と 「リ ニア出力の範

囲」 を設定し ます。 接続する外部機器に合わせて設定し て く だ さい。

任意の2点の電流値(または電圧値)に対する出力値を入力する こ とによ り、 出力範囲を

設定し ます。

例 ： 0.2mmを4mA、 0.8mmを20mAに設定する(電流出力の場合)

指定する2点は、 接続し ているセンサの定格計測距離の1%以上、 離し て く だ さい。

例 ： 形ZX-ED01の場合は、 「定格計測距離＝ １ mm」 なので、 10μm以上離し ます。

ゼロ リ セ ッ ト 機能を使う場合

モニ タ フ ォーカ スを設定する と ゼロ リ セ ッ ト は解除されます。 モニ タ フ ォーカ スを設定し た場合

は、 再度ゼロ リ セ ッ ト を実行し て く だ さい。

ゼロ リ セ ッ ト  p.117
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こ こ では、 電流出力の出力範囲を 「0.2mmを4mA、 0.8mmを20mA」 に変更する場合を例

に説明し ます。 電圧出力の場合は、 適宜読み替えて く だ さい。

1. アンプユニ ッ ト の電源を切り ます

2. ア ン プユニ ッ ト 底面のス イ ッ チ を電流出力に

切替えます

工場出荷時は、 電圧出力になっています

FUNモー ド/SPCLへの移行

3. 電源を入れ、 FUNモー ド に切替えます

4. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

FOCUSへの移行

5. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

6. [SET]または[ALL]を表示させます

7. ENTキーを押し ます
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8. メ イ ンデジ タルに[FOCUS]を表示させます

電流値(mA)、 電圧値(V)の選択

9. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

10. [mA]を表示させます

必ずアンプユニ ッ ト 底面のデ ィ ッ プスイ ッ チの設定と同じ選択肢を選んで く だ さい。

1点目(A)の設定

11. ENTキーを押し ます

1点目(A)の設定表示に変わり ます

メ イ ンデジ タルには、 出力電流値が表示されます

サブデジ タルには、 対応する計測値が表示され、 最上位

桁が点滅し ます

12. 1点目の出力電流値と、対応する計測値を設定

し ます

サブデジ タルの計測値には、計測距離内の値(スケーリ ン

グや演算を設定し ている場合はそれを反映し た値) を設

定し て く だ さい

設定対象桁を示す点滅は、 以下の順に移動し ます。
95
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13. ENTキーを押し て確定し ます

1点目の設定が確定されます

引き続き、 2点目の設定画面が表示されます

2点目(B)の設定

14. 1点目と同様に、 2点目の出力電流値と対応す

る計測値を設定し ます

15. ENTキーを押し て確定し ます

フ ォーカス設定完了の確認

モニ タ フ ォーカスが正し く 設定された場合は、 [OK] と表

示されます

正し く 設定されなかった場合は、 [NG]と表示されます

以下の点を確認し、 も う一度実行し て く だ さい

・ サブデジ タルに設定し た計測値が、 計測距離内の値に

なっているか(スケーリ ングや演算が設定されている場

合は、 その内容も反映されます)

・ 1点目と 2点目の計測値が、 定格計測距離の1%以上離れ

ているか

・ １ 点目と ２ 点目の電流(電圧)値が、 同じ値になっていな

いか
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リ ニア出力値の補正

接続する外部装置などの条件によ っ て、 アンプユニ ッ ト で設定されている リ ニア出力

電流値(または電圧値)と、 実際に観測される電流値(または電圧値)の間にずれが生じ る

こ とがあ り ます。 リ ニア出力補正機能を使えば、 このずれを補正できます。

任意の2点の電流値(または電圧値)に対する補正値を入力する こ とによ り、 出力値が補

正されます。

あらかじめ、 モニ タ フ ォーカス機能を設定し、 電流出力または電圧出力を選んで く だ さい。

 出力設定 p.93

こ こ では、 電流出力の場合を例に説明し ます。 電圧出力の場合は、 適宜読み替えて く

だ さい。

1. リ ニア出力線を外部の電流計に接続し ます

FUNモー ド/SPCLへの移行

2. 電源を入れ、 FUNモー ド に切替えます

3. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

L-ADJへの移行

4. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

5. [SET]または[ALL]を表示させます
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6. ENTキーを押し ます

7. メ イ ンデジ タルに[L-ADJ]を表示させます

サブデジ タルには、 モニ タ フ ォーカスで設定し た項目が

点滅表示されます(mAまたはV)

8. ENTキーを押し ます

1点目(A)の設定表示に変わり ます

メ イ ンデジ タルには、 出力電流値が表示されます

サブデジ タルには、 補正値が表示され、 最上位桁が点滅

し ます

1点目(A)の設定

9. 1点目の出力電流値と補正値を設定し ます

電流計の測定値がメ イ ンデジ タルの出力電流値と一致す

るよ う に、 サブデジ タルの補正値を変更し て く だ さい

補正値を大き く する と、 出力電流が大き く な り ます

補正値の設定範囲は 「-999～999」 です

マイナス値を設定し たい と きは、 サブデジ タルの最上位

桁(3桁目)を点滅させて、 数値を変更し て く だ さい。

設定対象桁を示す点滅は、 以下の順に移動し ます。

10. ENTキーを押し て確定し ます

1点目の補正値が確定されます

引き続き、 2点目の設定画面が表示されます
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2点目(B)の設定

11. 1点目と同様に2点目の補正値を設定し ます

12. ENTキーを押し ます

設定結果の確認

リ ニア出力補正が正し く 登録された場合は、 サブデジ タ

ルに[OK]と表示されます

正し く 設定されなかった場合は、 [NG]と表示されます

１ 点目と ２ 点目の電流(電圧)値が、同じ値になっていない

か確認し、 も う一度実行し て く だ さい
99
ZX-E

ユーザーズマニュ アル



100

第
 5

 章
リ

ニ
ア

出
力

に
つ

い
て

第 5 章
詳細設定
非計測時の出力設定

リ セ ッ ト 入力中のリ ニア出力内容を設定し ます。

ホールド計測の場合

[KEEP]を設定し ていても、 最初のホールド値が確定する前の出力は[CLAMP]と同様にな り ます。

FUNモー ド/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

RESETへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[RESET]を表示させます

選択肢
出力内容

判定出力 リ ニア出力

KEEP(キープ)

(工場出荷時)

非計測状態になる直前の計測値を保持し て出力し ます。

CLAMP(ク ラ ンプ) すべてOFFにな り ます。 設定し たク ラ ンプ値を出力し ます。

選択肢は以下のとおり です。

・ 電流出力時 ： 3～21mA、 またはmax(約23mA)

・ 電圧出力時 ： -5～5V、 またはmax(約5.5V)
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非計測時の出力状態を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [KEEP]または[CLAMP]を選びます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[CLAMP] を選んだ場合は、 引き続き ク ラ ンプ値を設定し

て く だ さい

ク ラ ンプ値の設定(CLAMPを選んだ場合のみ)

10. メ イ ンデジ タルに[CLAMP]を表示させます

[KEEP]を選んだ場合は、 表示されません

11. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

12. ク ラ ンプ値を選びます

13. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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判定の出力タ イ ミ ングを設定する(タ イ マ)

外部機器の動作に合わせて、 判定出力のタ イ ミ ングを変更できます。

選択肢 内容

OFF

(工場出荷時)

判定結果が確定し た時点で、 判定を

出力し ます。

OFF-D 

(オフデ ィ レ イ タ イマ)

判定結果が確定し た後、 PASS出力の

立下がり を タ イマ時間だけ遅らせま

す。

HIGH出力およびLOW出力の立上がり

り も タ イマ時間だけ遅れます。

ON-D

(オンデ ィ レ イ タ イマ)

判定結果が確定し た後、 PASS出力の

立上がり を タ イマ時間だけ遅らせま

す。

HIGH出力およびLOW出力の立下がり

も タ イマ時間だけ遅れます。

1-Sht

(ワンシ ョ ッ ト タ イマ)

結果がPASSに変化し た と きにPASS出

力を タ イマ時間分、 出力し ます。

HIGH出力およびLOW出力は、 出力さ

れません。
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こ こ では、 オフデ ィ レ イ タ イマの設定を例に説明し ます。 オフデ ィ レ イ タ イマ以外の

場合は、 適宜読み替えて く だ さい。

FUNモー ド/TIMERへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[TIMER]を表示させます

タ イマ種類の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. タ イマの種類を選びます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[OFF]以外を選んだ場合は、引き続き タ イマ時間を設定し

て く だ さい

タ イマ時間の設定([OFF]以外を選んだ場合)

6. メ イ ンデジ タルに[T-TIM]を表示させます

[OFF]を選んだ場合は表示されません
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7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

8. タ イマ時間(ms)を設定し ます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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複数台で計測する

演算ユニ ッ ト を使用し て、 アンプユニ ッ ト を複数台接続する場合の設定方法を説明し ます。

演算する

2台のアンプユニ ッ ト 間で計測結果を演算できます。 演算式の設定は、 CH2のアンプユ

ニ ッ ト で行い、 演算結果も CH2のアンプユニ ッ ト から出力されます。 計測距離の異な

るセンサ間でも演算できます。

演算の種類は以下の3つです。

演算式を設定し たCH2のアンプユニ ッ ト は、 応答時間が1.0ms長 く な り ます。 応答時間には平均回数

の設定も影響し ますので、 「設定し た平均回数に基づ く 応答時間＋1.0ms」 と な り ます。

平均回数の設定 p.70

形ZX-Lシ リーズ(レーザタ イ プ)のアンプユニ ッ ト とは、 演算できません。

演算の種類 説明

A+B 2台の計測結果の和を求めます。

A-B 2台の計測結果の差を求めます。 (A:CH2のアンプユニ ッ ト 、 B:CH1のアンプユニ ッ ト )

THICK 2台のセンサヘ ッ ド で挟みこんだ検出物体の厚みを求めます。
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■ 計測結果の和または差を求めたい場合
演算の[A+B]または[A-B]を使います。設定操作は、すべてCH2のアンプユニ ッ ト で行い

ます。

FUN/CALCへの移行

1. CH2 のアンプユニ ッ ト を、 FUN モー ド に切替

えます

2. メ イ ンデジ タルに[CALC]を表示させます

演算種類の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. 演算の種類を選びます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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■ 厚みを求めたい場合
演算の[THICK]を使います。 厚みのわかっている検出物体(基準検出物体)を、 あらかじ

めご用意 く だ さい。 設定操作は、 すべてCH2のアンプユニ ッ ト で行います。

FUN/CALCへの移行

1. 基準検出物体をセ ッ ト し ます

2. CH2 のアンプユニ ッ ト を、 FUN モー ド に切替

えます

3. メ イ ンデジ タルに[CALC]を表示させます

演算種類の選択

4. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

5. サブデジ タルに[THICK]を表示させます

6. ENTキーを押し て確定し ます
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厚みを設定

7. メ イ ンデジ タルに[THICK]を表示させます

8. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

9. 基準検出物体の厚みを設定し ます

実際の寸法を入力し て く だ さい

小数点の位置は、 この後の操作で変更できます

10. ENTキーを押し て確定し ます

数値が確定され、 小数点が点滅し ます

11. 小数点を移動させます

12. ENTキーを押し て確定し ます

2台のスケーリ ング値(A、 B)が登録されます

設定エラー時の対処方法

[E-THK]と表示された場合は、基準検出物体が計測範囲外

になっています(ENABLE表示灯が消灯)

両方のアンプユニ ッ ト のENABLE表示灯が点灯する よ う

に位置を調整し てから、 再度実行し て く だ さい
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センサの相互干渉を防止する

相互干渉防止機能を使用すれば、 センサヘ ッ ド を隣接させて設置できます。 アンプユ

ニ ッ ト 5台までの相互干渉防止が可能です。

平均回数は、 全アンプユニ ッ ト 同じ設定にし て く だ さい。

平均回数の設定 p.70

相互干渉機能を使用する と、 応答時間は遅 く な り ます。

・ 応答時間＝(15ms+設定し た平均回数に基づ く 応答時間)×アンプユニ ッ ト 総数

・ 演算機能を併用し ている場合は、 この時間よ り さ らに約15ms遅 く な り ます。

・ 外部入力信号の応答時間も同様に遅 く な り ます。

応答時間とは p.129

相互干渉防止機能を使用し ない場合のセンサヘ ッ ド間の距離

相互干渉 p.25
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相互干渉の設定操作は、 CH1のアンプユニ ッ ト で行います。

FUN/SPCLへの移行

1. CH1 のアンプユニ ッ ト を FUN モー ド に切替え

ます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

SYNCへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[SYNC]を表示させます

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [ON]を表示させます

9. ENTキーを押し て確定し ます

相互干渉機能が設定可能にな り ます
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設置台数の選択

10. メ イ ンデジ タルに[S-CH]を表示させます

11. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

12. アンプユニ ッ ト 総数に相当する値を選びます

接続し ている全アンプユニ ッ ト の台数を入力し

て く だ さ い。 一部のアンプユニ ッ ト だけを相互

干渉防止の対象にする こ とはできません。

13. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

平均回数の設定

14. 全アンプユニ ッ ト の平均回数を同じ値に設定

し ます

平均回数の設定 p.70
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表示桁数を変更する

RUN モー ド 時のメ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示桁数(0～5桁) を選びます。 工場出荷時

は、 5桁表示になっ ています。 4桁以下に変更し た場合は、 下位の桁から表示が消去されます。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

DIGITへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [DISP]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[DIGIT]を表示させます

桁数の選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. 表示桁数を選びます

9. ENTキーを押し て確定し ます
113
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表示を反転さ せる

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示を上下反転させます。 カーソルキーの操作も逆にな り

ます。 装置への取付けを上下逆に し たい場合に便利です。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

DREVへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [DISP]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[DREV]を表示させます
ZX-E
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反転の有無を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [OFF]か[ON]を選びます

OFF ： 反転な し(工場出荷時)

ON ： 反転あ り

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[ON]を選んだ場合は、 表示が反転し ます
115
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表示部の明るさ を変更する(ECO表示)

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示を暗 く し、 消費電流をおさ えます。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

ECOへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [DISP]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[ECO]を表示させます

ECO表示の有無を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [OFF]か[ON]を選びます

OFF ： 通常表示(工場出荷時)

ON ： ECO表示

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[ON]を選んだ場合は、 表示が暗 く な り ます
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ゼロリ セッ ト 機能を使う

基準値 「0」 の高さ を登録し、 基準に対する±の公差で計測値を表示および出力できます。

RUNモー ド で計測中に、 任意のタ イ ミ ングでそのと きの計測値を0に設定できます。

例1:検出物体の高さ を基準値と し、 その公差を計測値とする

例2:検出物体の高さに応じ た計測値にする(オフセ ッ ト 値と し て10を設定する)

例3:検出物体の段差を計測する(計測ご とにゼロ リ セ ッ ト を実行する)

計測ご とにゼロ リ セ ッ ト を実行する場合は、 ゼロ リ セ ッ ト レベルを保存し ないよ う に設定を変更し

て く だ さい。

　 p.120
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オフセ ッ ト 値を設定する

ゼロ リ セ ッ ト による基準値を、 「0」 以外にし たい場合に使います。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

ZRDSPへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[ZRDSP]を表示させます

オフセ ッ ト 値の設定

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

8. オフセ ッ ト 値を設定し ます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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ゼロ リ セ ッ ト を実行する

キー操作または外部から信号を入力すれば、 そのと きの計測値が基準値 「0」 に リ セ ッ

ト されます。

すでにゼロ リ セ ッ ト が実行されている場合は、 上書き されます。 設定し た内容は、 電

源を切っ ても記憶されています。 （工場出荷時設定）

記憶し ない設定に変更する こ と もできます。

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ p.120

リ ニア出力について

ゼロ リ セ ッ ト を実行し た と きの計測値が、 「リ ニア出力範囲の中央値」 にな り ます。モ ニ タ フ ォ ー

カスが設定されている場合は、 設定し た2点の中央値にな り ます。

モニ タ フ ォーカス 　 p.93

表示の最小値は-19999、 最大値は59999 です。 ゼロ リ セ ッ ト 実行後、 計測結果が最小値未満になっ

た場合は-19999、 最大値を超えた場合は59999が表示されます。

ゼロ リ セ ッ ト は、 計測値が定格計測距離の±10%の範囲内の場合のみ、 実行可能です。

1. 基準と なる検出物体をセ ッ ト し ます

2. RUNモー ド に切替えます

3. ENTキーを1秒以上押すか、外部装置からゼロ

リ セ ッ ト 信号を入力(800ms以下)し ます

基準値が登録され、 ゼロ リ セ ッ ト LEDが点灯し ます

メ イ ンデジ タルには、 登録し た基準値に対する公差が表

示されます
119
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ゼロ リ セ ッ ト を解除する

1. RUNモー ド に切替えます

2. ENTキーを押し ながらRキーを3秒以上押し ま

す

外部装置から解除し たい場合は、 ゼロ リ セ ッ

ト 信号を1秒以上入力し ます

ゼロ リ セ ッ ト が解除され、 ゼロ リ セ ッ ト LEDが消灯し ま

す

ゼロ リ セ ッ ト レベルを保存する

「ゼロ リ セ ッ ト し た と きの計測値」 を電源を切っても保持するかど うかを選びます。

以下の例のよ う に、 計測ご とにゼロ リ セ ッ ト するよ う な使い方をする場合は、 [OFF] に設定し て く

だ さい。 [ON]にし てお く と、 ゼロ リ セ ッ ト するたびにアンプユニ ッ ト 内部のEEPROM(不揮発性メ モ

リ)に書込まれます。 このEEPROMの書込寿命は10万回なので、 計測ご との書込みは故障の原因と な

り ます。

例:検出物体の段差を計測し たい場合

[OFF]に設定し ていても、し きい値やその他の機能を変更し た場合は、 一緒にゼロ リ セ ッ ト レベルも

保存されます。 この場合は、 再起動後も ゼロ リ セ ッ ト は継続されます。

選択肢 内容

ON(工場出荷時） 電源を切ってもゼロ リ セ ッ ト レベルは保存されます。

OFF 電源を切る と、 ゼロ リ セ ッ ト は解除されます。
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FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

ZRMEMへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[ZRMEM]を表示させます

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リの有無を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [ON]か[OFF]を選びます

ON ： 保存する(工場出荷時)

OFF ： 保存し ない

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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キー入力を無効にする

アンプユニ ッ ト のキー入力をすべて無効に し ます。 解除するまでキー入力は受付けられませ

ん。 誤っ て設定を変更し て し ま う こ と を避けたい場合に便利です。

キーロ ッ ク中でも、 モー ド切替スイ ッ チおよびし きい値選択スイ ッ チは有効です。

キーロ ッ クする

1. FUNモー ド に切替えます

2. カーソルキー (4つ)を同時に押し続けます

メ イ ンデジ タルに、 [LOCK]と表示されます

サブデジ タルに、 [-----]が1桁ずつ表示されます

3. サブデジ タルに[OK]が表示されたら、 キーを

離し ます

キー入力が無効にな り ます

キーロ ッ ク を解除する

1. FUNモー ド に切替えます

2. カーソルキー (4つ)を同時に押し続けます

メ イ ンデジ タルに、 [FREE]と表示されます

サブデジ タルに。 [-----]が1桁ずつ表示されます

3. サブデジ タルに[OK]が表示されたら、 キーを

離し ます

キーロ ッ クが解除されます
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設定データ を初期化する

設定内容をすべて初期化し、 工場出荷時の状態に戻し ます。

ただ し、 リ ニア リ テ ィ 調整し た内容は初期化されません。 リ ニア リ テ ィ 調整データ を初期化し たい場合

は、 リ ニア リ テ ィ 調整モー ド で初期化し て く だ さい。

リ ニア リ テ ィ 調整データの初期化 p.51

初期値

機能 初期値

平均回数 64

ヒ ス幅 接続中のセンサ部によ り異な り ます。

・ 形ZX-EDR5→0.0003

・ 形ZX-ED01→0.0004

・ 形ZX-ED02→0.0008

・ 形ZX-EM02→0.0008

・ 形ZX-EM07M→0.003

・ 形ZX-EV04→0.0016

・ 形ZX-EM02H→0.0008

ホールド OFF

タ イマ OFF

スペシャル機能 CLOSE

スケーリ ング OFF

モニ タ フ ォーカス 距離0mm時→4(mA)

定格計測距離時→20(mA)

リ ニア出力補正 未補正

表示リバース OFF

ECO表示 OFF

表示桁数制限 5桁(全桁)

非測定時設定 KEEP

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ ON

HIGHし きい値 接続中のセンサ部によ り異な り ます。

・ 形ZX-EM07M接続時→59.999 （mm）

・ その他のセンサ部接続時→5.9999 （mm）

LOWし きい値 接続中のセンサ部によ り異な り ます。

・ 形ZX-EM07M接続時→-19.999(mm)

・ その他のセンサ部接続時→-1.9999 （mm）
123
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1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[INIT]を表示させます

3. ENTキーを押し続けます

サブデジ タルに、 [-----]が1桁ずつ表示されます

4. サブデジ タルに [OK] が表示されたら、 ENT

キーを離し ます

設定がすべて初期化されます
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故障かな？と 思っ たら

こ こ では、 ハー ド に関する一時的な ト ラ ブルの対処方法を記載し ます。 修理に出す前に、 ま

ずお確かめ く だ さい。

現象 原因と対処法 参照

POWER LEDが点灯し ない ・ 電源装置は正し く 接続されていますか？

・ 供給電圧(DC12～24V±10%)が低下し ていませんか？

p.31

稼働中に再起動される ・ 電源装置は正し く 接続されていますか？

・ イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト または演算ユニ ッ ト は、 し っかり と接

続されていますか？

p.31

p.27

外部へ判定を出力できない ・ 各コー ドは正し く 接続されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

・ 判定保持入力や、 リ セ ッ ト 入力が短絡し ていませんか？

p.31

入力信号を受付けない ・ 各コー ドは正し く 配線されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

p.31

パソ コ ン と通信できない ・ コー ドは正し く 配線されていますか？

・ イ ン ターフ ェースユニ ッ ト は正し く 接続されていますか？

・ イ ン ターフ ェースユニ ッ ト の底面スイ ッ チは突起のない側に入っ

ていますか？

・ コネク タのピン配置は合っていますか？

p.27

p.135

リ ニア出力レベルがおかしい ・ アンプユニ ッ ト の底面スイ ッ チは正しい側に入っていますか？

・ モニ タ フ ォーカス設定での電圧／電流選択は正しいですか？

・ リ ニア出力レベルの微調整をする こ と も可能です。

p.93

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルに

何も表示されない

・ 表示桁数が0桁に設定されていませんか？ p.113

メ イ ンデジ タルの表示が"-----"の

状態のままになる

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[TIMIG]のと き、 タ イ ミ ン

グは入力されていますか？

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[UP]または[DOWN]のと

き、 セルフ ト リ ガレベルは適切な値が設定されていますか？

p.71
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エラ ーメ ッ セージと その処置

こ こ では、 メ イ ンデジ タルに表示されるエ ラー内容と その処置について記載し ます。

表示 エラー内容 処置 参照

E-CHL 隣接演算設定し ているにも関わらず、 ア

ンプユニ ッ ト が １ 台しかあ り ません。

・ アンプユニ ッ ト を ２ 台接続し ている場合は、 いっ

　 たん電源を切り、 アンプユニ ッ ト 、 および演算ユ

　 ニ ッ ト の接続が正しいこ と を確認し て く だ さい。

・ アンプユニ ッ ト １ 台で使用し ている場合は、 いっ

　 たんアンプユニ ッ ト を ２ 台連結し て、 隣接演算設

　 定をOFFにするか、 設定データの初期化操作を し

　 て く だ さい。

p.19

p.27

p.106 

p.123

E-DAT 隣接演算通信が異常です。 ・ CH1のアンプユニ ッ ト をRUNモー ド に変更し て く だ

　 さい。 

・ いったん電源を切り、 アンプユニ ッ ト 、 および演

　 算ユニ ッ ト の接続が正しいこ と を確認し て く だ さ

　 い。

それでもエラーが解決し ない場合は、 アンプユ

ニ ッ ト または演算ユニ ッ ト を交換し て く だ さい。

p.19

p.27

E-EEP 保存データが異常です。 ENTキーを3秒以上押し続けて保存データ を ク リ ア

後、 電源を再投入し て く だ さい。 

それでも エラーが解決し ない場合は、 アンプユニ ッ

ト が故障し ています。 アンプユニ ッ ト を交換し て く

だ さ い。

p.19

E-HED センサ部が接続されていません。 いったん電源を切り、 センサ部が正し く 接続されて

いるか確認後、 電源を再投入し て く だ さい。 

それでも エラーが解決し ない場合は、 センサ部が故

障し ています。 センサ部を交換し て く だ さい。

p.24

p.27

E-SEN センサヘ ッ ドが断線などで故障し ていま

す。

いったん電源を切り、 センサ部が正し く 接続されて

いるか確認後、 電源を再投入し て く だ さい。 

それでも エラーが解決し ない場合は、 センサ部が故

障し ています。 センサ部を交換し て く だ さい。

p.24

p.27

E-SHT 判定出力が短絡し ています。 いったん電源を切り、 HIGH/PASS/LOWの出力線が

短絡し ていないか確認後、 電源を再投入し て く だ さ

い。

p.31

E-THK 厚みモー ドの数値(厚み)が未設定です。 適切な厚みを入力し て く だ さい。 p.65

ERRLH LOWし きい値に、 Ｈ IGHし きい値以上の

値を設定し よ う と し ま し た。

正しいし きい値を入力し て く だ さい。 p.87

し きい値が 「HIGHし きい値－LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERRHL HIGHし きい値に、 LOWし きい値以下の値

を設定し よ う と し ま し た。

正しいし きい値を入力し て く だ さい。 p.87

し きい値が 「HIGHし きい値－LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERROV 設定し よ う と し た数値が大きすぎます。 適切な数値を入力し て く だ さい。 p.42

し きい値が 「HIGHし きい値ー LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERRTB リ ニア リ テ ィ 調整に失敗し ま し た.。 選択材質、 標準検出物体の設置位置を確認し、 も う

一度調整をやり直し て く だ さい。

p.46

ERRUD 設定し よ う と し た数値が小さすぎます。 適切な数値を入力し て く だ さい。 p.42
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ご質問 お答え

センサヘ ッ ド と プ リ アンプ間のコー ド を延長できます

か？

高精度特性を維持するため変更できません。

形ZX-Lシ リーズ(レーザタ イプ)との演算はできます

か？

できません。 形ZX-Lシ リーズとの互換性はあ り ません。

形ZX-Lシ リーズ(レーザタ イプ)で使用し ていたイ ン

ターフ ェ ースユニ ッ ト (形ZX-SF11)をZX-Eで使用でき

ますか？

イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト のバージ ョ ンが2.0以上であれ

ば、 使用できます。 バージ ョ ンが2.0以下の場合は、 当社

支店 ・ 営業所までご相談 く だ さい。

（イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト のバージ ョ ンは、 スマー ト モ

ニ タ で確認できます。）

形ZX-Lシ リーズ(レーザタ イプ)で使用し ていた演算ユ

ニ ッ ト (形ZX-CAL)をZX-Eで使用できますか？

使用できます。 ただ し、 接続できるアンプユニ ッ ト は2台

までです。

し きい値のテ ィ ーチングやダイ レ ク ト 入力でエラー表

示にな り、 設定できません。

テ ィ ーチングし た結果やダイ レ ク ト 入力による設定し きい

値が以下の条件を満た さ ない場合は、 設定できません。

・ ＨIGHし きい値－ Ｌ OWし きい値＞ヒ ス幅

 p.87

スケーリ ング実行時、 サブデジ タルにエラーが表示さ

れ、 設定できません。

以下の理由のため、 スケーリ ングを設定できません。

・ 計測値が計測距離範囲外にスケーリ ングを実行し よ う と

した

・ 2点スケーリ ング実行時に ２ 点の計測値の間隔が計測距

離の1%以上離れていない

 p.85

モニ タ フ ォーカス実行時、 サブデジ タルにエラーが表

示され、 設定できません。

指定し た2点間の距離が計測距離の1%以上離れていない と

きは、 モニ タ フ ォーカスを設定できません。

 p.93

厚み演算で厚みの入力時、 サブデジ タルにエラーが表

示され、 設定できません。

現在値が計測距離外です。 検出物体を計測距離の範囲内に

設置し てから厚みを入力し て く だ さい。

 p.65

3台以上のアンプユニ ッ ト で演算できますか？ 当社支店 ・ 営業所までご相談 く だ さい。

2台のアンプユニ ッ ト に、 それぞれ異なる計測距離の

センサ部を接続し た場合、 演算は可能ですか？

ZX-E同士であれば、 計測距離の異なるセンサ部を接続し

ても演算は可能です。

検出物体の材質が銅ですが、 リ ニア リ テ ィ 調整の材質

はどれを使えばよいで し ょ うか？

AL(アル ミ ニウム)の工場出荷時データ をご使用下さい。

リ ニア リ テ ィ 調整時、 エラー表示が出て リ ニア リ テ ィ

調整ができません。

ご使用の検出物体の表面状態 （面の荒さ、 表面処理など）

によ っては、 まれに リ ニア リ テ ィ 調整ができない場合があ

り ます。 リ ニア リ テ ィ 調整内容の初期化を行い、 工場出荷

時の状態でご使用 く だ さい。

検出物体を密着させても メ イ ンデジ タルの表示がゼロ

にな り ません。

ご使用の検出物体の表面状態 （面の荒さ、 表面処理など）

によ っては、 工場出荷時のリ ニア リ テ ィ 調整値で密着させ

ても表示がゼロにならない場合があ り ます。

リ ニア リ テ ィ 調整を実行し ていただ く か、 ゼロ リ セ ッ ト を

実行し てからご使用 く だ さい。
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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用語 解説

応答時間 センサが距離を計測し た後、 出力 （リ ニア出力／判定出力） に反映されるまでの時間です。

平均回数 ・ 演算 ・ 相互干渉防止機能の設定によ って変わり ます。

計測値 RUNモー ド またはTモー ド でアンプユニ ッ ト のメ イ ンデジ タルに表示される計測結果のこ と

です。 

設定にあわせて、 リ ニア リ テ ィ 調整 ・ 平均 ・ スケーリ ング ・ 演算 ・ ホールド ・ 前回値比較

など、 すべての処理が終了し た時点での値と な り ます。

 p.43

現在値 対象のアンプユニ ッ ト での現在の計測結果のこ と です。

設定にあわせて、 リ ニア リ テ ィ 調整 ・ 平均 ・ スケーリ ングの結果が反映されていますが、

演算 ・ ホールド ・ 前回値比較される前の値と な り ます。

RUNモー ド ではLキーまたはRキーを押すこ とによ り、 サブデジ タルに表示する こ と もでき

ます。

 p.43

リ ニア リ テ ィ 基準ワーク測定時における リ ニア出力の理想直線に対する誤差で、 一般に直線性と も呼ば

れます。 リ ニア出力が検出物体の変位量に対し てどれだけの線形性を保っているか(精度が

良いか)を示し ます。

ZX-Eではリ ニア リ テ ィ 調整を し ていただ く こ と で、 よ り高精度のリ ニア リ テ ィ が得られま

す。

 p.46

リ ニア出力 リ ニア出力線から出力されるアナログ出力です。 電流出力または電圧出力の選択が可能で

す。

リ ニア出力は、 表示値、 およびモニ タ フ ォーカス設定に応じ て出力されます。

RUNモー ド では、 LキーまたはRキーを押すこ とによ り、 実際に出力されている値(出力値)を

サブデジ タルに表示する こ と もできます。

 p.43

判定出力 HIGH/PASS/LOW出力の総称です。 RUNモー ド またはTモー ド で、 表示値を元にし きい値 ・

ヒ ス幅 ・ タ イマの設定に応じ て出力されます。 また、 判定出力保持入力をONにし ている間

は、 判定出力が保持されます。

スマー ト モニ タ 別売Windows用ソ フ ト です。 イ ン ターフ ェースユニ ッ ト を介し てZX-Eと通信し、 計測設定、

設定データの保存、 計測結果のグラ フ表示、 ロギングなどができます。

ZX-Eでは、 スマー ト モニ タVer.2.0以降をご使用いただけます。

 p.18

計測距離 接続中のセンサ部で計測可能な範囲です。

 p.133

サンプ リ ング時間 ホールド機能使用時に計測の対象とする時間範囲です。

ト リ ガモー ド とデ ィ レ イ時間の設定によ り決定し ます。

 p.71
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仕様 ・ 外形寸法

アンプユニ ッ ト

形ZX-EDA11/EDA41
ZX-E
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(*1)　 リ ニア出力、 判定出力の1回目の応答時間は、 (測定周期)×(設定平均回数+1回)です。 (感度固定時)

2回目以降は、 記載の測定周期で出力さ れます。

(*2)　 電流・ 電圧は、 アンプユニッ ト 底面にあるスイ ッ チを切替えます。

(*3)　 モニタ フ ォ ーカ ス機能で設定可能です。

(*4)　 演算ユニッ ト が必要です。

形ZX-EDA11 形ZX-EDA41

測定周期(*1） 150μs

設定可能平均回数 1/2/4/8/16/32/64/128/256/512/1024/2048/4096 回

リ ニア出力( *2) 電流出力時:4～20mA/F.S.　 最大負荷抵抗300Ω

電流出力時:±4V、 (±5V、 1～5V (*3))　 出力イ ンピーダンス100Ω

判定出力

(HIGH/PASS/

LOW:3出力)

NPNオープンコ レク タ 出力　

DC30V　 50mA　 max.

残留電圧1.2V以下

PNPオープンコ レ ク タ 出力　

DC30V　 50mA　 max.

残留電圧2V以下

判定出力保持入力

ON時:0V短絡または1.5V以下

OFF時:開放(漏れ電流0.1mA以下)

ON時:電源電圧短絡または

電源電圧-1.5V以下

OFF時:開放(漏れ電流0.1mA以下)

ゼロリ セッ ト 入力

タ イ ミ ング入力

リ セッ ト 入力

機能 計測値表示

現在値表示

出力値表示

設定値表示

分解能表示

ENABLE表示

ゼロリ セッ ト 表示

電源表示

判定出力表示

ECO表示

表示リ バース

表示桁数制限

ゼロリ セッ ト

ゼロリ セッ ト メ モリ

前回値比較

初期化

リ ニアリ ティ 初期化

ティ ーチング機能

し き い値ダイ レク ト 設定

応差可変

スケーリ ング

リ ニアリ ティ 調整

モニタ フ ォ ーカ ス

リ ニア出力補正

ピーク ホールド

ボト ムホールド

サンプルホールド

ピークtoピークホールド

アベレ ージホールド

ディ レ イ ホールド

ディ レ イ 時間設定

オンディ レイ タ イ マ

オフ ディ レイ タ イ マ

ワンショ ッ ト タ イ マ

タ イ ミ ング入力

セルフ アッ プト リ ガ

セルフ ダウント リ ガ

(A-B)演算　 (*4)

(A+B)演算　 (*4)

厚み演算　 (*4)

相互干渉防止　 (*4)

キーロッ ク 機能

ク ラ ンプ値設定

表示灯 動作表示灯:HIGH(橙色)、 PASS(緑色)、 LOW(黄色)、 7セグデジタ ルメ イ ン表示(赤色)、

7セグデジタ ルサブ表示(黄色)、 Power(緑色)、 ゼロリ セッ ト (緑色)、 イ ネーブル表示(緑色)

電源電圧 DC12～24V±10%　 リ ッ プル(p-p)10%以下

消費電流 電源電圧24V時、 消費電流140mA以下(センサ接続時)

周囲温度 動作時・ 保存時:0～+50℃(ただし 、 結露・ 氷結し ないこ と )

周囲湿度 動作時・ 保存時:35～85%RH(ただし 、 結露し ないこ と )

絶縁抵抗 20MΩ(DC500Vメ ガにて)

耐電圧 AC1000V　 50/60Hz　 1min

振動(耐久) 10～150Hz(複振幅0.7mm)X、 Y、 Z各方向80min

衝撃(耐久) 300m/s2 6方向　 各3回(上下、 左右、 前後)

接続方式 コ ード 引き 出し タ イ プ(標準コ ード 長2m)

質量(梱包状態) 約350g

材質 ケース:ポリ ブチレンテレフ タ レート 　 カ バー :ポリ カ ーボネート

付属品 取扱説明書
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センサ部

形ZX-ED□□/EM□□
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ださい。

形式 ： 形ZX- EDR5 ED01 ED02 EM02 EM07M EV04 EM02H

形状 φ3 φ5.4 φ8 M10 M18 30×14×

4.8mm

M12

m

)

.S.(*3)

/℃(*5)

存時(*7)

:

0℃

ンプ部:

℃

)

ルメ ッキ

メ ッキ

7append.fm  133 ページ  ２０１４年３月１７日　月曜日　午後９時２８分
ユーザーズマ

F.S.:計測距離

(*1) 　 分解能:アンプユニ ッ ト に接続し た際のリ ニア出力のゆらぎ幅(±3σ)。 電源投入後30分経過後の値です。

(平均回数を64回に設定し、 標準検出物体を計測距離の1/2に設定し た場合)

ワークが静止状態の繰返し精度を示すもので、 距離精度を示すものではあ り ません。

強い電磁界内では、 分解能の性能が満足できない場合があ り ます。

(*2) 　 直線性:標準検出物体測定時における変位出力の理想直線に対する誤差。 リ ニア リ テ ィ 調整後の値です。

(検出物体によ って直線性や計測値が変わる こ とがあ り ます。 )

(*3) 　 周囲温度25℃、 標準検出物体で リ ニア リ テ ィ 調整後の値です。

(*4) 　 温度特性:アンプユニ ッ ト と同一温度で、 標準検出物体との距離が計測距離の1/2の場合。

(*5) 　 温度特性:センサヘ ッ ド部のみの温度で、 標準検出物体との距離が計測距離の1/2の場合。

(*6) 　 耐水構造ではあ り ませんので、 蒸気中での使用はできません。

(*7) 　 使用温度範囲内であっても急激な温度の昇降がある場所では、特性の劣化を招 く 場合があり ますのでご注意 く

検出物体 磁性金属 （非磁性金属は、 計測範囲やリ ニア リ テ ィ が異な り ます。

 特性データ （参考値） p.142～p.145）

計測範囲 0～0.5mm 0～1mm 0～2mm 0～2mm 0～7mm 0～4mm 0～2mm

標準検出物体 18×18mm 18×18mm 30×30mm 30×30mm 60×60mm 60×60mm 45×45m

T=3mm、 材質 S50C

分解能(*1) 0.05%F.S. 0.04%F.S.

(0.25μm) (0.4μm) (0.8μm) (0.8μm) (2.8μm) (1.6μm) (0.8μm

直線性(*2) ±0.5%F.S. ±1.0%F

温度の影響 0.15%F.S./℃(*4) 0.07%F.S./℃(*4) 0.1%F.S.

周囲温度 動作時･保存:

0～+50℃

動作時:-10～60℃

保存時:-20～70℃

動作時/保

ヘ ッ ド部

-10～20

プ リ ア

-10～60

ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と

周囲湿度 動作時 ・ 保存時:35～85%RH 　 (ただ し、 結露し ないこ と)

絶縁抵抗 50MΩ以上(DC500メ ガにて)

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min 　 充電部一括とケース間

耐振(耐久) 10～55Hz 　 複振幅1.5mm 　 X、 Y、 Z各方向 　 2H

衝撃(耐久) 500m/s2　 X、 Y、 Z各方向3回

保護構造(IEC60529規格）

(センサヘ ッ ド部のみ)

IP65 IP67 IP60(*6

材

質

センサ

ヘッ ド部

ケース 黄銅 ステンレス 黄銅 亜鉛

(ニ ッ ケル

メ ッ キ)

黄銅

検出面 耐熱ABS PEEK

締付ナッ ト - 黄銅ニ ッ ケルメ ッ キ - 黄銅ニ ッケ

歯付座金 - 鉄、 亜鉛メ ッ キ - 鉄、 亜鉛

プ リ アンプ部 PES

質量(梱包状態) 約120g 約140g 約140g 約140g 約160g 約130g 約160g

付属品 プ リ アンプ取りつけ金具(形ZX-XBE1)、 取扱説明書
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演算ユニ ッ ト

形ZX-CAL2

適用アンプユニ ッ ト 形ZXシ リーズ

消費電流 12mA以下(アンプユニ ッ ト から供給)

周囲温度 動作時:0～+50℃、 保存時:-15～+60℃(ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と)

周囲湿度 動作時 ・ 保存時:35～85%RH(ただ し、 結露し ないこ と)

接続方式 コネク タ

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 １ min

絶縁抵抗 100MΩ(DC500Vメ ガにて)

振動(耐久) 10～150Hz(複振幅0.7mm) 　 X、 Y、 Z各方向 　 80min

衝撃(耐久) 300m/s2 6方向 　 各3回(上下、 左右、 前後)

材質 表示部:アク リル 　 ケース:ABS樹脂

質量(梱包状態) 約50g

付属品 取扱説明書
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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イ ン ターフ ェースユニ ッ ト

形ZX-SF11/形ZX-SF21*
135
ZX-E
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形ZX-SF11

電源電圧 DC12～24V±10%　 リ ッ プル(p-p)10%以下

アンプユニッ ト から 供給

消費電流 電源電圧12V時、 消費電流60mA以下

(アンプユニッ ト の消費電流、 出力電流は除く )

接続アンプユニッ ト 型式 形ZXシリ ーズ

アンプユニッ ト 接続台数 最大５ 台

通信機能 通信ポート RS-232Cポート (D-SUB 9ピンコ ネク タ )

通信プロト コ ル プロト コ ル:CompoWay/F

通信速度 38400bps

データ 構成 データ ビッ ト :8、 パリ ティ :なし 、 スタ ート ビッ ト :1

スト ッ プビッ ト :1、 フ ロー制御:なし

表示灯 電源:緑色、 センサ通信中:緑色、 センサ通信エラ ー :赤色、

外部端末通信:緑色、 外部端末通信エラ ー :赤色

保護回路 電源逆接続保護

周囲温度 動作時:0～+50℃、 保存時:-15～+60℃(ただし 、 氷結・ 結露し ないこ と )

周囲湿度 動作時・ 保存時:35～85%RH(ただし 、 結露し ないこ と )

耐電圧 AC1000V　 50/60Hz　 １ min

絶縁抵抗 20MΩ以上(DC500Vメ ガにて)

ケースの材質 ケース:ポリ ブチレンテレフ タ レート 　 カ バー :ポリ カ ーポネート

質量(梱包状態) 約350g

付属品 取扱説明書

ク ラ ンプ： 2個
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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特性データ(参考値)

各センサにおける リ ニア リ テ ィ (標準検出物体で リ ニア リ テ ィ 調整し た場合)
137
ZX-E

ユーザーズマニュ アル
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標準検出物体で リ ニア リ テ ィ 調整後、 大き さの異なる検出物体を計測し た場合
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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各検出物体で リ ニア リ テ ィ 調整を行った場合

(計測し た検出物体は、 リ ニア リ テ ィ 調整を行った物体と同じ ものです。）

5 5 5 5

-0.8

-1.0

5 5
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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材質に鉄を選択し て リ ニア リ テ ィ 調整後、 各材質(鉄、 ステンレス、 アル ミ ニウム)の検出物体

を計測し た場合

 リ ニア リ テ ィ の調整 p.46
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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各検出物体に応じ た材質(鉄、 ステンレス、 アル ミ ニウム)を選択し て リ ニア リ テ ィ 調整を行っ

た場合

(計測し た検出物体は、 リ ニア リ テ ィ 調整を行った物体と同じ ものです。）

 p.46
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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デジタ ル表示早見表

早見表の見方

「デジ タル表示」 欄の (*)マークがついた項目はサブデジ タルに表示されます。 それ以外の項目

はメ イ ンデジ タルに表示されます。

デジ タル表示 内容 参照

1  (*) 1-SHT タ イマ/1シ ョ ッ ト タ イマ p.102

A A20mA （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/ 1点目の設定 （電流出力の場合）

リ ニア出力補正/ 1点目の補正 （電流出力の場合）

p.93

p.97

A 　 4V （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/ 1点目の設定 （電圧出力の場合）

リ ニア出力補正/ 1点目の補正 （電圧出力の場合）

p.93

p.97

 (*) A-B 隣接演算/A-B p.106

 (*) AIB 隣接演算/A+B p.106

 (*) AL リ ニア リ テ ィ 調整/検出物体の材質/アル ミ ニウム、 銅 p.46

 (*) ALL スペシ ャルメ ニューをすべて表示させる p.44

 (*) AUTOT Tモー ド/オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング実行中 p.90

AVE 平均回数設定 p.70

 (*) AVE-H ホールド/アベレージホールド p.71

B B 4mA （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/ 2点目の設定 （電流出力の場合）

リ ニア出力補正/ 2点目の補正 （電流出力の場合）

p.93

p.97

B 　 4V （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/2点目の設定 （電圧出力の場合）

リ ニア出力補正/ 2点目の補正 （電圧出力の場合）

p.93

p.97

 (*) B-H ホールド/ボ ト ムホールド p.71

C CALC 隣接センサ間の演算設定 p.106

CLAMP 非計測時のク ラ ンプ値設定 p.100

 (*) CLAMP 非計測時設定/出力を ク ラ ンプ値に戻す p.100

 (*) CLOSE スペシ ャルメ ニューを表示し ない p.44

COMP 前回のホールド値との差を比較する p.78

D D000 リ ニア リ テ ィ 調整の計測距離0%位置での調整値入力 p.48

D050 リ ニア リ テ ィ 調整の計測距離50%位置での調整値入力 p.48

D100 リ ニア リ テ ィ 調整の計測距離100%位置での調整値入力 p.48

 (*) D-FWD スケー リ ング機能使用時の計測値の傾き設定 （表示イ ンバースな し） p.80

 (*) D-INV スケー リ ング機能使用時の計測値の傾き設定 （表示イ ンバースあ り） p.80

DIGIT メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの表示桁数設定 p.113
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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D  (*) DOWN ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフダウン ト リ ガ p.73

DREV メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの表示を上下反転させる p.114

 (*) DISP スペシ ャルメ ニュー中の表示関連機能を表示させる p.44

E ECO メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの表示を暗 く し、 消費電流をおさ える p.116

 (*) ETC スペシ ャルメ ニュー中の表示関連、 出力関連以外の機能を表示させる p.44

F  (*) FE リ ニア リ テ ィ 調整/検出物体の材質/鉄、 ステンレス （SUS340） p.46

FOCUS 計測値の出力範囲設定 p.93

H H-DLY ホールド/デ ィ レ イホールド p.76

H-D-T ホールド/デ ィ レ イホールド/デ ィ レ イ時間設定 p.76

H-HYS ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフ ト リ ガ ヒ ス幅設定 p.73

H-LVL ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフ ト リ ガレベル設定 p.73

H-S-T ホールド/デ ィ レ イホールド/サンプ リ ング時間設定 p.76

H-TRG ホールド/ ト リ ガモー ド設定 p.73

HOLD ホールド設定 p.71

HYS ヒ ス幅設定 p.92

I INIT 設定内容の初期化 p.123

K  (*) KEEP 非計測時設定/出力を保持する p.100

L L-ADJ リ ニア出力の補正値設定 p.97

LINER リ ニア リ テ ィ 調整 p.46

LINIT リ ニア リ テ ィ 調整内容の初期化 p.51

M  (*) MAX 非計測時設定/ク ラ ンプ値/最大設定 p.100

METAL リ ニア リ テ ィ 調整/検出物体の材質設定 p.46

O  (*) OFF-D タ イマ/オフデ ィ レ イ p.102

 (*) ON-D タ イマ/オンデ ィ レ イ p.102

P  (*) P1SCL スケーリ ング/1点目スケーリ ング p.80

 (*) P2SCL スケーリ ング/2点目スケーリ ング p.80

 (*) P-H ホールド/ピークホールド p.71

 (*) PP-H ホールド/ピークtoピークホールド p.71

R RESET 非計測時の出力内容設定 p.100

 (*) RESET RUNモー ド またはTモー ド/リ セ ッ ト 入力中 p.31

S S-CH 相互干渉防止/設置台数設定 p.110

 (*) S-H ホールド/サンプルホールド p.71

SCALE スケーリ ング設定 p.80

デジ タル表示 内容 参照
147
ZX-E

ユーザーズマニュ アル



148

第
 7

 章
デ

ジ
タ

ル
表

示
早

見
表

第 7 章
付 　 録
S  (*) SET （メ イ ンデジ タルの表示によ って内容が変わり ます）

： スペシ ャルメ ニュー中の出力関連機能を表示

： リ ニア リ テ ィ 調整

p.44

p.46

SPCL スペシ ャルメ ニュー

スケーリ ングやモニ タ フ ォーカスなどを表示させる メ ニュー

p.44

 (*) SUS リ ニア リ テ ィ 調整/検出物体の材質/ステンレス （SUS340） p.46

SYNC 相互干渉防止設定 p.110

T T-TIM タ イマ時間設定 p.102

TABLE （サブデジ タルの表示によ って内容が変わり ます）

： リ ニア リ テ ィ 調整の実行

： リ ニア リ テ ィ 調整の中止

p.50

THICK 隣接演算/厚み設定 p.106

TIMER 判定出力のタ イ ミ ング設定 p.102

 (*) TIMIG （選択し ているモー ド によ って内容が変わり ます）

FUNモー ド ： ホールド/ ト リ ガモー ド/タ イ ミ ング入力

RUNモー ド、 Tモー ド ： タ イ ミ ング入力中

p.73

p.31

U  (*) UP ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフア ッ プ ト リ ガ p.73

W  (*) W-UP ウォームア ッ プ中に表示 p.34

Z ZRDSP ゼロ リ セ ッ ト 時のオフセ ッ ト 値入力 p.117

ZRMEM ゼロ リ セ ッ ト した と きの計測値を保存または解除させる設定 p.120

デジ タル表示 内容 参照
ZX-E
ユーザーズマニュ アル
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索引

英数字

1 点スケー リ ング 82
2 点スケー リ ング 85

C
CH 番号 29

E
ECO 表示 116
ENABLE 表示灯 19

F
FUN モー ド
～の機能遷移 44
～の表示内容 39
～の概要 38

G
GND 線 31

H
HIGH 判定出力線 31

L
LOW 判定出力線 31

P
PASS 判定出力線 31

Q
Q&A 128

R
RUN モー ド
～の概要 38
～の機能遷移 43
～の表示内容 39

T
T モー ド
～の概要 38
～の機能遷移 43
～の表示内容 39

あ

明る さ を変更する 116
厚みを計測する 65
アベレージホールド 72
アルフ ァベ ッ ト の表記 39

アンプユニ ッ ト
外形寸法図 130
各部の名称 19
仕様 131
～を設置する 22

い
位置決めテ ィ ーチング 89
イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト
各部の名称 21
仕様 ・ 外形寸法 135
～を接続する 30
コネク タ ピン配置図 135

う
ウォー ミ ングア ッ プ 34

え
エ ラー メ ッ セージ 127
演算する 106
厚みを求める 108
連結可能数 28
和または差を求める 107

演算ユニ ッ ト
各部の名称 20
仕様 ・ 外形寸法 134
～を接続する 28

お
応答時間 106, 110, 129
オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング 90
オフデ ィ レ イ タ イマ 102
オンデ ィ レ イ タ イマ 102

か

カーソルキー 40
回路図
NPN タ イプ 32
PNP タ イプ 33

下死点を検出する 54

き
キー入力を無効にする 122
キープ 100
キーロ ッ ク
～の解除 122
～の設定 122
149
ZX-E
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キー操作 40
機能遷移図 43
基本構成 18

く
ク ラ ンプ 100
ク ラ ンプ値 100

け
計測距離 133
計測値 129
現在値 129

こ
公差
オフセ ッ ト 値を設定する 118
～値を表示する 117

コー ド延長 15

さ

材質を選ぶ 46
サブデジ タル 39
サンプ リ ング時間 71
サンプルホールド 72

し
し きい値
位置決めテ ィ ーチング 89
オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング 90
ダイ レ ク ト 入力 88
～を入力する 87
選択スイ ッ チ 19

出力コー ド 31
出力設定 93
出力値の補正 97
仕様 130
初期化
設定データ 123
リ ニア リ テ ィ 51

す
数値の変更方法 42
スケールを変更する 80

せ
設定データ を初期化する 123
設定内容の選択方法 41
セルフ ア ッ プ ト リ ガ 73
セルフダウン ト リ ガ 73
ゼロ リ セ ッ ト 117
入力線 31
～のオフセ ッ ト 値を設定する 118
～の解除 120

～の実行 119
～メ モ リ 120

前回値比較 78
センサ部
外形寸法図 132
各部の名称 20
周囲金属の影響 25
仕様 133
相互干渉 25
～の相互干渉を防止する 110
～を接続する 27
～を設置する 24

センサヘ ッ ド 24

そ
相互干渉防止 15
設置距離 25

た

タ イマ 102
タ イ ミ ング
入力 73
入力線 31

ダイ レ ク ト 入力 88
高さ を計測する 58

て
テ ィ ーチング 87
デ ィ レ イ時間を設定する 76
デ ィ レ イホール ド 76
デフ ォル ト 値
設定データ 123

電源 LED 19
電流／電圧切替スイ ッ チ 19

と
特性データ ( 参考値 ) 137
ト ラ ブルシューテ ィ ング 126
ト リ ガモー ド選択 73

な

に
入出力段回路図 32, 138

は

配線する 31
判定出力タ イ ミ ング 102
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ピーク to ピークホールド 72
非計測時設定 100
ヒ ス幅 73, 92
表示桁数を変更する 113
表示リバース 114

ふ
複数台で計測する 106
プ リ アンプ 26
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平均回数 70
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条件を選ぶ 71
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ボ ト ムホールド 71
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メ イ ンデジ タル 39
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モー ド 38
切替スイ ッ チ 38
～の切替え 38
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リ セ ッ ト 入力線 31
リ ニア GND 線 31
リ ニア出力 93
切替スイ ッ チ 19
出力値の補正 97

リ ニア出力線 31
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～の調整内容を初期化する 51
～の調整を実行する 50
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マニュ アル改訂履歴

マニュアル改訂記号と増刷記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているMan.No.の末尾に付記

されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 02年6月 初版

A ② 02年7月 説明の追加

A ③ 02年10月 誤記訂正

B ① 03年5月 センサ部形式追加、 バージ ョ ンア ッ プによる説明の追加

B ② 03年8月 軽微修正

B ③ 03年11月 軽微修正

C ① 04年5月 PL標記改訂

C ② 05年1月 PL標記改訂および軽微修正

C ④ 06年7月 軽微修正

C ⑤ 06年12月 軽微修正

D ① 13年7月 P2 「ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項」 の更新

P31 出力コー ド配線の説明変更

P131 注釈(*1)の説明変更

P136 仕様表から形ZX-SF21を削除

P137 特性データに(参考値)を追加

E ① 14年3月 P133 検出物体の説明追記

P145 グラ フ縦軸タ イ ト ル誤記訂正

F ① 15年7月 P4 対応規格追記

P5 コー ド延長方法追記

P130 外形寸法図に追記

G ① 19年11月 P129 Windows OS記載変更

SCHE-701GMan. No. ①
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お客様相

Man. No.
インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

お問い合わせ
格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
ロン販売員にご相談ください。

関するお問い合わせ先

間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

ebページでもお問い合わせいただけます。

HS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

55-982-5015（通話料がかかります） オムロン商品のご用命は

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます

www.fa.omron.co.jp
緊急時のご購入にもご利用ください。

のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるな
が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません
、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、
引許可）が必要です。

55-982-5051 / www.fa.omron.co.jp

談室 クイック オムロン

0120-919-066
制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ています。

2019年11月現在　（WEB版1）
○ OMRON Corporation 2002-2019
お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C

SCHE-701G


	ZX-Eシリーズ ユーザーズマニュアル
	ご承諾事項
	安全上の要点
	使用上の注意
	このマニュアルの読み方
	目次

	第1章　特　長
	ZX-Eの特長

	第2章　計測準備
	基本構成について
	各部の名称とはたらき
	アンプユニットを設置する
	センサ部を設置する
	接続する
	出力コードを配線する
	ウォーミングアップ完了を確認する

	第3章　基本操作
	操作の流れ
	操作の基礎知識
	機能遷移図
	リニアリティの調整

	第4章　主な使い方と設定方法
	下死点を検出する
	高さを計測する
	偏芯や振動を計測する
	厚みを計測する

	第5章　詳細設定
	平均回数を設定する
	ホールド機能を使う
	計測値を比較する(前回値比較)
	表示のスケールを変更する
	しきい値を入力する
	リニア出力について
	判定の出力タイミングを設定する(タイマ)

	第6章　補助機能
	複数台で計測する
	表示桁数を変更する
	表示を反転させる
	表示部の明るさを変更する(ECO表示)
	ゼロリセット機能を使う
	キー入力を無効にする
	設定データを初期化する

	第7章　付　録
	故障かな？と思ったら
	エラーメッセージとその処置
	Q&A
	用語解説
	仕様・外形寸法
	特性データ(参考値)
	デジタル表示早見表
	索引
	マニュアル改訂履歴



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /GothicBBBPro-Medium
    /MidashiGoPro-MB31
    /OmronTTRoman
    /RyuminPro-Light
    /SevenSeg_INV
    /SevenSeg_Servo
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata pogodnih za pouzdani prikaz i ispis poslovnih dokumenata koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.247 841.833]
>> setpagedevice




